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＜ 会 計 別 予 算 額 ＞ （単位：千円、％）

本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 増減率

64,146,100 60,701,065 3,445,035 5.7

28,628,972 31,720,863 △ 3,091,891 △ 9.7

土地取得事業特別会計 400,000 400,000 0 0.0

塩田有線放送電話事業特別会計 37,038 38,455 △ 1,417 △ 3.7

交通災害共済事業特別会計 66,331 63,017 3,314 5.3

同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計 61,901 73,696 △ 11,795 △ 16.0

国民健康保険事業特別会計 14,722,372 15,316,152 △ 593,780 △ 3.9

老人保健事業特別会計 38,456 2,024,762 △ 1,986,306 △ 98.1

後期高齢者医療事業特別会計 1,451,367 1,601,614 △ 150,247 △ 9.4

介護保険事業特別会計 11,263,085 11,569,685 △ 306,600 △ 2.7

社会福祉授産事業特別会計 74,236 73,630 606 0.8

駐車場事業特別会計 190,075 189,458 617 0.3

市街地再開発事業特別会計 172,630 226,260 △ 53,630 △ 23.7

武石診療所事業特別会計 151,481 144,134 7,347 5.1

19,463,697 21,421,816 △ 1,958,119 △ 9.1

真田有線放送電話事業会計 67,565 66,627 938 1.4

収益的支出 58,415 57,477 938 1.6

資本的支出 9,150 9,150 0 0.0

産院事業会計 394,226 358,077 36,149 10.1

収益的支出 391,160 350,707 40,453 11.5

資本的支出 3,066 7,370 △ 4,304 △ 58.4

水道事業会計 4,762,279 5,374,423 △ 612,144 △ 11.4

収益的支出 2,729,478 2,726,366 3,112 0.1

資本的支出 2,032,801 2,648,057 △ 615,256 △ 23.2

公共下水道事業会計 11,889,937 13,122,082 △ 1,232,145 △ 9.4

収益的支出 5,163,997 5,235,984 △ 71,987 △ 1.4

資本的支出 6,725,940 7,886,098 △ 1,160,158 △ 14.7

農業集落排水事業会計 2,349,690 2,500,607 △ 150,917 △ 6.0

収益的支出 1,422,616 1,444,351 △ 21,735 △ 1.5

資本的支出 927,074 1,056,256 △ 129,182 △ 12.2

112,238,769 113,843,744 △ 1,604,975 △ 1.4

平 成 ２ １ 年 度 上 田 市 当 初 予 算 の 概 要
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１ 歳 入 （単位：千円、％）

1 市 税 21,166,006 33.0 22,586,587 37.2 △ 1,420,581 △ 6.3

2 地 方 譲 与 税 754,000 1.2 740,000 1.2 14,000 1.9

3 利 子 割 交 付 金 89,000 0.1 100,000 0.2 △ 11,000 △ 11.0

4 配 当 割 交 付 金 20,000 0.0 80,000 0.1 △ 60,000 △ 75.0

5 株式等譲渡所得割交付金 7,000 0.0 40,000 0.1 △ 33,000 △ 82.5

6 地 方 消 費 税 交 付 金 1,483,000 2.3 1,600,000 2.6 △ 117,000 △ 7.3

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 23,000 0.0 20,000 0.0 3,000 15.0

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 178,001 0.3 300,000 0.5 △ 121,999 △ 40.7

9 地 方 特 例 交 付 金 228,000 0.4 190,000 0.3 38,000 20.0

10 地 方 交 付 税 12,938,000 20.2 11,700,000 19.3 1,238,000 10.6

11 交通安全対策特別交付金 30,000 0.1 25,000 0.1 5,000 20.0

12 分 担 金 及 び 負 担 金 1,134,699 1.8 1,193,590 2.0 △ 58,891 △ 4.9

13 使 用 料 及 び 手 数 料 1,111,652 1.7 1,163,593 1.9 △ 51,941 △ 4.5

14 国 庫 支 出 金 4,005,330 6.2 3,957,079 6.5 48,251 1.2

15 県 支 出 金 2,639,592 4.1 2,664,509 4.4 △ 24,917 △ 0.9

16 財 産 収 入 553,794 0.9 211,321 0.3 342,473 162.1

17 寄 附 金 92,808 0.2 3,002 0.0 89,806 2,991.5

18 繰 入 金 1,673,084 2.6 1,465,497 2.4 207,587 14.2

19 繰 越 金 1,100,000 1.7 1,000,000 1.6 100,000 10.0

20 諸 収 入 7,522,734 11.7 6,646,786 11.0 875,948 13.2

21 市 債 7,396,400 11.5 5,014,100 8.3 2,382,300 47.5

△ 特別地方消費税交付金 0 0.0 1 0.0 △ 1 皆 減

64,146,100 100.0 60,701,065 100.0 3,445,035 5.7歳 入 合 計

本年度予算額 前年度予算額
歳 入

平 成 ２１ 年 度 上 田 市 一 般 会 計 予 算 額

増減率比較増減額
款

構成比 構成比

市 税
33.0%

譲与税等
1.7%

地方消費税
2.3%

特例交付金
0.4%

地方交付税
20.2%

国庫支出金
6.2%

県支出金
4.1%

諸 収 入
11.7%

市 債
11.5%

そ の 他
8.8%

平成２１年度予算総額
６４１億４，６１０万円

※譲与税等
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡

所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交
付金、交通安全対策特別交付金

※その他
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附

金、繰入金、繰越金
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２ 歳 出 （目的別） （単位：千円、％）

1 議 会 費 383,060 0.6 377,309 0.6 5,751 1.5

2 総 務 費 6,742,422 10.5 5,664,976 9.3 1,077,446 19.0

3 民 生 費 15,779,851 24.6 15,430,851 25.4 349,000 2.3

4 衛 生 費 5,088,919 7.9 3,963,825 6.5 1,125,094 28.4

5 労 働 費 262,786 0.4 265,772 0.5 △ 2,986 △ 1.1

6 農 林 水 産 業 費 2,793,703 4.3 2,933,631 4.8 △ 139,928 △ 4.8

7 商 工 費 5,197,860 8.1 4,313,769 7.1 884,091 20.5

8 土 木 費 10,492,074 16.4 11,293,094 18.6 △ 801,020 △ 7.1

9 消 防 費 1,700,559 2.7 1,586,189 2.6 114,370 7.2

10 教 育 費 6,866,938 10.7 6,290,766 10.4 576,172 9.2

11 公 債 費 8,737,928 13.6 8,480,883 14.0 257,045 3.0

12 予 備 費 100,000 0.2 100,000 0.2 0 0.0

災害復旧費 0.0 0 0.0 0 0.0

64,146,100 100.0 60,701,065 100.0 3,445,035 5.7

※その他・・・消防費、議会費、労働費、予備費

構成比 構成比

歳 出 合 計

増減率
款

歳 出
本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

総務費
10.5%

民生費
24.6%

衛生費
7.9%商工費

8.1%

土木費
16.4%

教育費
10.7%

公債費
13.6%

その他
3.9%

農水費
4.3%

平成２１年度予算総額
６４１億４，６１０万円
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３ 歳 出 （性質別）
（単位：千円、％）

本年度予算額 構成比 前年度予算額 構成比 比較増減額 増減率

人 件 費 10,180,300 15.9 9,935,207 16.4 245,093 2.5

扶 助 費 6,707,670 10.4 6,576,480 10.8 131,190 2.0

公 債 費 8,737,928 13.6 8,480,883 14.0 257,045 3.0

小 計 25,625,898 39.9 24,992,570 41.2 633,328 2.5

普通建設事業費 9,349,111 14.6 7,420,788 12.2 1,928,323 26.0

補助事業費 4,918,210 7.7 3,313,138 5.5 1,605,072 48.4

単独事業費 4,232,150 6.6 3,905,691 6.4 326,459 8.4

その他 198,751 0.3 201,959 0.3 △ 3,208 △ 1.6

災害復旧事業費 0 0.0 0 0.0 0 －

補助事業費 0 0.0 0 0.0 0 －

単独事業費等 0 0.0 0 0.0 0 －

失業対策事業費 0 0.0 0 0.0 0 －

小 計 9,349,111 14.6 7,420,788 12.2 1,928,323 26.0

物 件 費 7,643,081 11.9 6,976,518 11.5 666,563 9.6

維 持 補 修 費 361,365 0.6 322,091 0.5 39,274 12.2

補 助 費 等 11,432,489 17.8 11,766,636 19.4 △ 334,147 △ 2.8

積 立 金 53,908 0.1 46,619 0.1 7,289 15.6

投資及び出資金 0 0.0 20,000 0.0 △ 20,000 △ 100.0

貸 付 金 6,661,716 10.4 5,842,197 9.6 819,519 14.0

繰 出 金 2,918,532 4.5 3,213,646 5.3 △ 295,114 △ 9.2

予 備 費 100,000 0.2 100,000 0.2 0 0.0

小 計 29,171,091 45.5 28,287,707 46.6 883,384 3.1

64,146,100 100.0 60,701,065 100.0 3,445,035 5.7合 計
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４ 市 税 の 内 訳 （単位：千円、％）

本年度予算額 構成比 前年度予算額 構成比 比較増減額 増減率

個 人 市 民 税 7,187,004 34.0 7,359,886 32.6 △ 172,882 △ 2.3

法 人 市 民 税 1,446,000 6.8 2,356,000 10.4 △ 910,000 △ 38.6

固 定 資 産 税 10,000,000 47.2 10,280,000 45.5 △ 280,000 △ 2.7

国有資産等所在市町村交付金 69,000 0.3 69,000 0.3 0 0.0

軽 自 動 車 税 307,000 1.5 309,700 1.4 △ 2,700 △ 0.9

市 た ば こ 税 884,000 4.2 900,000 4.0 △ 16,000 △ 1.8

鉱 産 税 1 0.0 0 0.0 1 皆 増

入 湯 税 42,001 0.2 42,001 0.2 0 0.0

都 市 計 画 税 1,231,000 5.8 1,270,000 5.6 △ 39,000 △ 3.1

21,166,006 100.0 22,586,587 100.0 △ 1,420,581 △ 6.3

備考

市 税 合 計

市 税

・観光施設整備、観光振興事業、環
境衛生施設整備、消防施設等の整
備事業費に充当

・都市計画事業（街路、公園、下水
道）及び都市計画事業にかかる地
方債の償還に充当

個人市民税, 34.0

法人市民税, 6.8
固定資産税, 47.2

軽自動車税, 1.5

市たばこ税, 4.2

鉱産税, 0.0

国有資産等所在市町村交付
金, 0.3

入湯税, 0.2

都市計画税, 5.8

単位：%

平成２１年度 市税
２１１億６，６０１万円
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５ 歳出予算 款別対前年度増減内容

職員人件費 9,053

カネボウ跡地買戻し 310,895 地方公営企業等金融機構出資金 △ 20,000
塩田地域自治センター整備事業 240,110 第３セクター貸付金 △ 15,000
菅平地区情報通信基盤整備事業 173,103 水道庁舎元利償還金負担金 △ 7,203
民間保育所建設事業補助金 225,000 老人保健事業特別会計繰出金 △ 159,899
武石児童館建設整備事業 135,684 国民健康保険事業特別会計繰出金 △ 69,384
福祉医療費給付事業 109,494 高齢者介護施設整備事業 △ 29,300
長野県後期高齢者医療広域連合負担金 52,080 児童手当支給事業 △ 21,945
総合保健センター建設事業 882,000 広域連合負担金(クリーンセンター費) △ 51,991
妊婦一般健康診査事業 69,145 広域連合負担金(清浄園費・斎場費) △ 28,177
一般廃棄物処理業等合理化事業 60,000 依田窪病院会計負担金 △ 5,447
周産期医療緊急対策事業（医師確保対策） 25,440 資源物回収用収納庫設置費補助金 △ 3,450
若者自立支援事業委託 360 市民プラザ・ゆう管理運営事業 △ 524

農産物直売加工施設「あさつゆ」増築工事 27,710 基盤整備促進事業 △ 97,403
森林景観保全委託料 21,000 県営土地改良事業負担金 △ 51,208
農林漁業体験実習館管理運営委託 15,900 農業バイオセンター管理運営事業 △ 45,259
農業集落排水事業会計補助金 10,275 土地改良施設維持管理適正化事業 △ 7,380
中小企業金融対策事業 871,000 観光施設整備事業費（鹿教湯交流C、クアハウス） △ 27,200
鹿教湯温泉健康センター管理運営委託料 19,622 信州上田夏祭り事業負担金 △ 6,000
温泉地・スキー場地区再生モデル事業 12,000 別所温泉財産区繰出金 △ 3,000

信州上田紅葉まつり事業負担金 △ 752
平井寺トンネル有料道路対策事業 132,800 街路整備事業 △ 292,000
電線類地中化工事負担金 92,800 公共下水道事業会計補助金 △ 98,869
除排雪関係経費 36,805 市街地再開発事業特別会計繰出金 △ 53,676
アスベスト飛散防止対策事業補助金 9,440 地域住宅交付金事業 △ 42,390
消防団車両等整備事業 12,900 上田地域広域連合負担金 △ 24,785
耐震性防火水槽新設工事 7,031 消防施設管理事業 △ 11,887
消防団詰所車庫整備事業 1,900 消防団員活動服貸与事業 △ 7,608
小学校建設事業（神科小屋体ほか） 510,665 丸子学校給食センター移転改築事業 △ 71,406
中学校建設事業（塩田中学校改築） 233,481 武石総合グラウンド管理事業費 △ 45,000
ふれあいさなだ館管理運営事業 23,188 アクアプラザ上田管理運営事業 △ 28,329
小中学校校舎・屋体耐震診断 19,800 小学校高学年30人規模学級等協力金 △ 22,000
高校通学費補助金 13,762 市民の森管理事業 △ 14,676
市債元金償還金 410,899 市債利子償還金 △ 153,854

64,146,100 3,445,035 5.7

100,000

7.21,700,559 114,370

9.2

0

8,737,928 257,045

2.3

比較増減額本年度予算額

1.5

1,077,446 19.0

10,492,074

0.0

△ 7.1

総 務 費

5,088,919

6,742,422

農林水産業費 2,793,703

262,786

20.5

4 衛 生 費

2

15,779,851

款

383,060 5,7511 議 会 費

歳 出 合 計

3 民 生 費

5 労 働 費

6

8 土 木 費

12 予 備 費

11 公 債 費

9 消 防 費

10 教 育 費

△ 2,986

△ 139,928 △ 4.8

△ 1.1

（単位：千円）

3.0

6,866,938 576,172

△ 801,020

1,125,094

増減率

28.4

主 な 増 減 要 因 （増減額）

349,000

7 商 工 費 5,197,860 884,091
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６ 歳出予算 性質別対前年度増減内容

退職手当 185,457 行政委員等報酬 △ 13,560
衆議院議員総選挙 25,831
市長・市議会議員一般選挙 23,730
児童クラブ事業委託料 115,134 農業バイオセンター管理運営業務委託料 △ 50,599
市長・市議会議員一般選挙 60,961 児童館等運営事業委託料 △ 57,894
衆議院議員総選挙 35,139 市民の森施設管理委託料 △ 35,718
市税等納付案内センター 12,034 アクアプラザ上田管理運営 △ 28,329
道路維持事業費 43,830 森林公園管理事業費 △ 4,300

福祉医療費給付事業 88,614 自立支援給付事業 △ 25,382
生活保護費 40,000 非被用者児童手当 △ 25,410

し尿収集運搬業転廃交付金 60,000 公共下水道事業会計補助金 △ 98,869
市制度融資利子補給補助金 40,000 上田地域広域連合負担金 △ 94,879
産院事業会計補助金 10,440 小学校高学年３５人学級等協力金 △ 22,000
総合保健センター建設事業費 899,377 街路整備事業費 △ 365,330
神科小学校屋内運動場改築事業費 517,472 バイパス整備関連事業費 △ 104,440
民間保育所建設事業補助金 225,000 鉄道軌道輸送高度化事業費補助金 △ 49,701
塩田中学校改築事業 218,304 地域介護・福祉空間整備等交付金 △ 15,000
公有財産管理事業費 310,895 丸子学校給食センター建設工事費 △ 45,397
地域自治センター施設整備事業費 252,178 丸子文化会館大規模改修事業費 △ 53,000
消防団運営事業費（防災無線） 148,687 武石総合グラウンド管理事業費 △ 45,000
武石児童館施設整備事業費 142,905
県道工事負担金 48,000 県営中山間地域総合整備事業負担金 △ 34,172
県営農道保全対策事業負担金 4,380 県営田園整備事業負担金 △ 9,966
地域振興事業基金積立金 7,363

市制度融資金融機関預託金 811,000 第３セクター貸付金 △ 15,000
医師確保修学資金等貸付金 15,000

地方公営企業等金融機構出資金 △ 20,000

後期高齢者医療事業特別会計繰出金 15,694 老人保健事業特別会計繰出金 △ 159,899
社会福祉授産事業特別会計繰出金 1,219 国民健康保険事業特別会計繰出金 △ 69,384
駐車場事業特別会計繰出金 617 市街地再開発事業特別会計繰出金 △ 53,676
市債元金償還金 410,899 市債利子償還金 △ 153,854

64,146,100 3,445,035 5.7

39,2743 維 持 補 修 費 361,365 12.2

3.0

8
普 通 建 設 費

（その他）
198,751 △ 3,208 △ 1.6

13 公 債 費 8,737,928 257,045

9.6

比較増減額本年度予算額

2.5

11,432,489 △ 334,147

48.4

2.0

4,232,150

款

10,180,300 245,0931 人 件 費

2 物 件 費

6,707,670

7,643,081

4 扶 助 費

歳 出 合 計

5 補 助 費 等

7
普 通 建 設 費

（単独）

6

11 投 資 出 資 金

普 通 建 設 費
（補助）

9

10 貸 付 金

326,459 8.4

819,519 14.0

53,908

6,661,716

12 繰 出 金 2,918,532 △ 295,114

△ 2.8

積 立 金

△ 100.0

1,605,072

15.6

4,918,210

14

主 な 増 減 要 因 （増減額） （単位：千円）

△ 9.2

0 △ 20,000

7,289

131,190

増減率

666,563

0.0そ の 他 100,000 0
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１ 意見等募集の概要
（１）意見等の募集期間

・平成２０年１２月２２日（月）～平成２１年１月１６日（金）
（２）予算案などの公表方法及び閲覧場所等

・広報うえだ（20年12月16日号、21年1月1日号）
・各地域自治センター、各公民館及び丸子文化会館窓口
・上田市ホームページ

（３）意見等の提出方法
・郵送、ファックス、電子メール、又は財政課へ直接書面提出

（４）意見等提出先
・財政部財政課

２ 意見等募集結果
（１）意見等の提出者数 ８人

（ 20年度 １４人 )
（ 19年度 ２０人 )

（２）事業別受付件数状況

① 3

② 3

③ 2

④ 2

⑤ 7

⑥ 3

・その他(上記事業以外） 3

( 20年度 35件）
( 19年度 27件)

（３）提出方法別受付件数状況
郵送 ファックス 電子メール直接持参 合計

5 3 8

真田図書館建設事業

合計 23

平成２１年度当初予算編成パブリックコメント意見等集計結果について
～「平成２１年度当初予算案（新規事業）」に対する意見等募集結果～

新規事業名 件数（件）

上田市産院移転改築事業

総合保健センター建設事業（子育て支援センター整備

中小企業融資制度（制度内容の拡充）

北向観音線無電中化事業

放課後児童クラブ施設整備事業
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上田市産院移転改築事業

件
千円 千円

いただいた意見等の要旨 担当部局（課）の回答

①～④

⑤

⑥

⑦

⑧ 医師を確保することが最重要課題であるととらえ、そのための様々な施
策を実施しているところですが、他の医療従事者の確保についても、状況
に応じて検討する必要があると考えています。

ご意見のとおり長野病院内に移転することも選択枝の一つであると考え
ています。

⑦ 関係機関の集約化を図る観点から、またコスト面からも、長野病
院内に移転することが望ましいと考える。

⑧ 医師のほか看護師・助産師の養成（奨学金等の創設）も必要で
はないか。

3 寄せられた意見の内容と市の考え方・方針等

当初予算額

3

予算要求額

事業名

事業内容

産 院

① 土地、建物の必要な面積はどのくらいか。

課 名

産院の移転改築
・事業期間 平成21年度～23年度（予定）
・新たに用地を取得し、現在と同程度（27床）の施設規模とした場合の概算事業費
約16億円

市民意見等
件数

② 医師・スタッフの員数は、生産性、一人当たりの適正装備率の全
国標準を考慮しているか。

③ 山洋跡地を活用し、長野病院や乳児院、薬局、臨時保育所など
関連事業者の集合化は検討しているか。

④ ２０年４月の「市民の声」では、「産院の建替えについては、一次
医療機関として事業継続するための施設更新という側面と、地域周
産期医療体制の中で、市が設置する公立の医療機関として担うべき
役割を明確化し、その役割が十分に果たせるような方法や用地選定
の上での建替えでなければならない」とあるが、どのような検討がな
されたのか。
⑤ 設計に当たっては、市民の要望を取り入れるほか、女性設計士
や助産師なども加えて検討してほしい。

⑥ 新しい設備の産院にすることが医師確保につながるかは疑問。

産院の移転改築について進めていく方針を示しましたが、進めていくうえ
で医師を確保すること、或いは医師を確保するための道筋をつけることが
最大の課題であると考えています。従って、その課題解決のために、修
学、研修、研究資金貸与制度等の医師確保に関する様々な施策を実施し
てまいりました。これからが産院の移転改築について実質的な検討を行う
段階に来たと考えており、ご意見等の①、②、③、④については今後、検
討する案件であると考えています。

市民や現場の要望等を取り入れて設計することが望ましいと考えていま
す。

前述のとおり、移転改築とは別に、医師確保に関する様々な施策を実施
してまいります。また、新しい産院が地域住民の皆様に、そして医師等医
療従事者にとりましても魅力のある特徴のあるものにしてまいりたいと考え
ています。
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総合保健センター建設事業（子育て支援センター整備）

件
千円 千円

いただいた意見等の要旨 担当部局（課）の回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

課 名事業名 健康推進課・子育て子育ち支援課

事業内容
総合保健センターの建設に併せ、子育て支援機能を集約した「子育て支援セン
ター」、「発達支援センター」、「子どもの総合相談窓口」を設置
・事業期間 平成18年度～21年度

市民意見等
件数

予算要求額 当初予算額

933,510 919,900 3

① （事業名が、基幹保健センター、総合保健センター、子育て支援
センターと変わることについて）多角的・積極的に推進する関係者の
鋭意と受け止める。事業費が９億円超と増加しているが、目標管理
上は変わらないことが望ましい。

総合保健センターに付帯する子育て支援部分を、当初の計画より更に機
能強化・集約することとしましたので、施設の面積とともに建設費が増加し
ました。また文化会館等の利用者のための駐車場や緑地広場等を一括整
備することとしましたので、その事業費も加わり全体事業費が増加すること
となりました。（健康福祉部）

② 本件施設建設は、地方分権改革を「子育て行政」に反映させる
絶好のチャンスと考える。

地方分権改革の主旨を十分に尊重し、今後も子どもを持つ全ての家庭
が地域で安心して子育てができ、子どもたちが健やかに育つよう、地域社
会全体で子どもや家庭を支援していく体制づくりを推進してまいります。（こ
ども未来部）

③ 隣接にスーパーマーケットが出店するとすれば、入り口、緑化施
設、駐車場内通路、連絡路など双方の整備内容のバランス（融和
化）が課題となる。

隣接地の民間土地利用については、市民広聴会及び審査会の議論を踏
まえて判断するため、まだ決定しておりません。総合保健センターは平成
22年春頃の竣工をめざしており、外構工事の設計期間等の問題もありま
すが、土地利用が決まった段階で検討したいと考えています。（健）

④ 男女共同参画の視点から子育て支援ができるよう、人権男女共
同参画課も運営に関わっていく事が望ましい。

子育ては女性に限らず、男性の育児参加なども含め、日常生活の中でも
基本的なことであるので、各事業の実施にあたっては今後も連携してまい
ります。（こ）

⑤ Ｕネットもボランティアとして運営に参加できるよう考えてほしい。 Ｕネットの多くの会員にこれまでも子育て支援事業に協力をいただいてお
り、今後も御支援をお願いしたいと考えております。（こ）

⑥ 計画案の駐車場が大きすぎる。１８０台規模でよい。 計画では総合保健センター利用者と文化会館等の利用者のための総合
駐車場としており、利用者数の見込みを立てた上で台数を設定していま
す。（健）

⑦ 緑地帯の活用の仕方がはっきりしない。 緑地広場は、地域の皆さんや総合保健センターにお越しの皆さんの憩い
の場等として御利用いただく予定です。（健）

⑧ 子育てに必要な届出や相談が１箇所でできる工夫が必要。 保育園入園や小中学校の転校手続き、また相談業務については、施設
で対応できるよう配慮してまいります。（こ）
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中小企業融資制度（融資内容の拡充）

件
千円 千円

いただいた意見等の要旨 担当部局（課）の回答

① 自治体が金融機関の協力を受けるのは通俗的であり、税制報
酬措置で指導すべきと考える。

② 商工会議所と連携して各種ファイナンスの指導員を配置すること
が先決。

③ 中小企業の定義はどうか。
市は、独自に奨励する企業とその意義を明確化すべき。

④ 商工部門の広報が少ない。

事業名 課 名 商 工 課

事業内容
14資金を11資金に再編する中で、限度額や利率の見直し、信用保証料補助、利子
補給を拡充し、中小企業の円滑な資金調達を図る。

市民意見等
件数

予算要求額

4,245,600 4,245,600

当初予算額

2

①②③について
製造業は、市内事業所のうち、12.3％、市内従業者のうち29.7％を占め、

製造品出荷額等は県内上位にあり、市の経済をけん引する基幹産業とい
えます。

基幹の製造業を含む中小企業の発展は、雇用の創出やそこで働く労働
者の所得の増加をもたらし、豊かな市民生活を形成しています。そして、中
小企業が地域経済を支え、地域全体の活力増進の原動力となっていま
す。

しかし、中小企業は、概して信用力に乏しく、充分な事業資金の確保がで
きないなど、経営基盤が脆弱であります。

そこで、中小企業の円滑な資金繰りを確保し、経営基盤の安定・強化を
支援するため、市は金融機関、信用保証協会と協調し、低金利で長期返
済の中小企業融資事業を行っています。

中小企業融資事業は、商工会議所、各商工会の経営相談、経営指導事
業とも連携を図りながら、中小企業への様々な情報提供を通じて、個々の

※中小企業：中小企業基本法及び中小企業信用保険法にいう中小企業者（資本金３
億、従業員300人以下）

④ 平成20年1月1日号から12月16日号までに発行した24回の広報うえだ
の中で、商工課の記事掲載数は、49回（催し、お知らせ、講座など。経営
相談や融資制度の記事掲載は８回）である。また、新聞を中心にしたマス
コミの積極的な利用、ホームページの内容も常に見直し充実を図ってお
り、さらに、商工団体への情報共有を図っています。

民営事業所 8,172所 従業員73,021人

中小企業 8,152所(99.8％) 従業員63,026人(86.3％)

中小企業以外 20所(0.2％) 従業員9,995人(13.7％)
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北向観音線無電柱化事業

件
千円 千円

いただいた意見等の要旨 担当部局（課）の回答

①

②

③

④

⑤

④ 上田市の観光グランドデザインの中で、別所温泉をどう考え、北
向観音参道はどうしていくのか、議論がなされているのか。それに
よっては無電柱ではなく木の電柱ということもあるのではないか。

別所温泉は上田市の重要な歴史的資源もある観光拠点であり、街並み
保全や景観形成は大変重要であると考えており、地元の皆様はじめ観
光関係の皆様にも協議・検討して計画を作成しております。また、電柱
についても今後、色を含め地域の景観に配慮した設置ができないかな
ど、電線管理者とも協議してまいります。

⑤ 防災面（緊急車両の進入等）の効果もあまり無いのではないか。 当路線については道路幅員も狭く、震災時等に大型車両の進入は難し
いと思われますが、道路に倒壊する恐れのある電柱・電線がなくなるこ
とで、避難・救助等についての一定の防災面の効果が期待できます。

② 延長190ｍにしては事業費が過大ではないか。 具体的工法について電線管理者と協議を行っておりますが、電力線に
ついては裏配線方式の工法により実施する方向で検討しており、事業
費も抑えられると考えております。

③ 景観の観点から、青木街道を上田市街地方面へ向かったとき、
上田平や烏帽子岳、ローマン橋などが一望されるが、国道沿いの電
柱の大群で台無しである。

無電柱化事業については、現在「長野県無電柱化推進計画」の路線に
ついて整備が進められています。国道143号については、この推進計画
の路線に含まれないと実施は難しい状況です。今後、道路整備の中で
道路管理者である県及び関係機関と協議したいと考えております。

2

① 観光収入など地元利益につながると思われるが、負担金なり寄
附なりがあってもよいのではないか。

市としての観光拠点の基盤整備でもありますので、通常の公共事業とし
て負担金及び寄付金は考えておりません。

当初予算額

48,000 48,000

事業名 課 名 土 木 課

事業内容

別所温泉の歴史的街並み保全による観光客等へのイメージアップと、災害時等の
避難路・緊急車両進入路を確保するため、沿線の電柱を建物裏側へ移設するなど
して、北向観音の参道である市道北向観音線を無電柱化する。
・事業期間 平成20年度（実施設計）～２１年度
・Ｌ＝190ｍ

市民意見等
件数

予算要求額
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放課後児童クラブ施設整備事業

件
千円 千円

いただいた意見等の要旨 担当部局（課）の回答

①

②

③

④

⑤

⑥

29,167 27,140

事業名 課 名 学 校 教 育 課

7
（同内容４件）

① ハード整備とともに、運営面（ソフトウェア）も重要。また、他の市
の関連制度との連携はどうか。

運営面では、児童の安全に配慮した職員配置や運営時間の延長等、
安心して利用していただけるよう進めてまいります。関連制度との連携
については、クラブの休館日の預かりや保護者に代わっての送迎等
ファミリーサポートセンター事業との連携にも配慮してまいります。

事業内容

こども館（旧上田地域）、児童クラブ（旧丸子地域）、ふれあいの館（旧真田地域）と
いったこれまでの留守家庭対策施設を「児童クラブ」として統一し、「学童保育所」と
併せて「放課後児童クラブ」として運営していく。併せて、老朽化した施設や狭隘な
施設等の移設改修を進め、児童が安全に過ごせる環境を整え、仕事と子育ての両
立支援及び児童の健全育成を図る。
・平成20年度に未設置4校区に施設を整備し、21年度から運営を開始。
・今後は年次計画により、1年1施設の移設改修を行う。

市民意見等
件数

予算要求額 当初予算額

② 全学校区に早期に整備されることを要望する。 21年度に、今までなかった４つの小学校区に児童クラブを新設し、全て
の小学校区で放課後児童クラブを利用していただけるようにいたしま
す。

③ 長時間にわたり安定した子どもの生活を保障することに重点を
置く放課後児童クラブの整備は、子育て支援、男女共同参画ほか現
代が抱える多くの問題に対し有効な取組であり、高く評価する。

子育て支援、男女共同参画、少子化対策に加え、児童の健全育成の施
設と位置づけて運営をしてまいりますので、ご協力をお願いします。

④ 国に示す指針（全国の放課後児童クラブ利用児童割合を2010年
には32％、2018年には60％にする。）に沿った形で、中長期的な需
要と潜在的なニーズを把握し、計画的に施設整備を進める必要があ
る。

市全体としては少子化により児童数は減少していく見込ですが、小学校
区によっては児童の増加が見込まれることもあり、施設整備に当たって
は、必要な規模が確保できるよう留意していきたいと考えています。

⑤ 学童保育の需要が高まり大規模化が進んでいるが、事故やトラ
ブルを招くことにもつながる恐れがあり、１学区への複数設置（大規
模学童保育所の分割）も計画に加える必要がある。

需要が高まり利用児童数が増加した場合には、安全に配慮し、国のガ
イドライン等も参考にしながら、計画の策定に留意していきたいと考えて
います。

⑥ 学校内の空き教室の利用はできないのか。 児童の移動の安全面等からも、第一に空き教室の利用を行うこととし、
空き教室がない場合には校内への専用施設の設置を基本として、施設
整備を図っていきたいと考えています。なお、現在、22施設のうち、空き
教室や旧保育園などの公共施設を利活用したクラブが16か所となって
います。
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真田図書館建設事業

件
千円 千円

いただいた意見等の要旨 担当部局課の見解（回答案）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑤ 地域協議会の会議録が公開されているが、協議会で決定された
のか、の部分が不明。

平成20年7月23日の真田地域協議会で図書館建設の場所について
全委員で協議し、決定した内容を市へ意見書として提出しています。

⑧ 図書館のあり方を子ども達を交えて議論して欲しい。 平成19年度に実施した中学生を対象とした図書館の利用に関するア
ンケートを参考に学習室の整備をしております。また、今後、小中学生
の図書館の運営への参画ということも視野に入れながら、学校や子ども
達を交えて意見を聞く機会を予定しています。

⑥ ＯＡ機器の充実した、小さくても現代の情報社会に耐えうる図書
館運営をして欲しい。

「エコール」のネットワークからの図書検索システム、インターネットで
の調べ学習等に対応できるよう検討しております。

⑦ 図書館は本来ハード面よりソフト面に力を入れるべきだと考え
る。そのためには優秀な司書の雇用が重要。

利用者のサービス向上を目指し、各種調査、相談等に対応できるよう
人的配置について配慮してまいります。

③ 図書館法の規定はあるが、利用者負担の考えはどうか。また民
営化、指定管理者制度の考え方はどうか。

利用者負担は、市民の学びを公平に保障する考えから図書館法の規
定により無料が原則です。民間委託・指定管理者制度導入について
は、図書館施設の整備を進めていく中で併せて今後のあり方について
検討する予定です。

④ ２０年３月の「市民の声」では、勉強室の回答が曖昧だが、その
後の検討内容はどうか。
※市民の声「勉強場所として夜9時ぐらいまで開館できないか。」

夜間の開館時間については、職員の配置、経費等の問題もあり、現
状では困難ですが、学習室については、中学生などが勉強できるよう充
実させていきます。

① 他の図書館との連携、公民館図書室との関係はどうか。また、イ
ンターネット化はどうか。

・上田地域図書館情報ネットワーク「エコール」を通じ、他館との図書の
貸し借りを行い、連携をしていく計画です。また、インターネット環境も整
備していく計画です。
・現在の真田公民館図書室は閉鎖し会議室として活用します。

② 上田市図書館基本構想との関連はどうか。 上田市図書館基本構想に基づき、まず真田図書館の整備をしてまい
ります。

・事業期間 平成２０年度～２２年度
（平成２０年度は、実施設計及び学習室等として活用する真田地域自治センター
の耐震診断）
・鉄骨造２階建て、新築棟924㎡、渡り廊下20㎡、自治センター改修256㎡

市民意見等
件数

予算要求額 当初予算額

40,447 40,447 3

事業名 課 名 真 田 教 育 事 務 所

事業内容
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いただいた意見等の要旨 担当部局（課）の回答

対象事業以外についていただいたご意見

④ 身近な生活道路や農道については、まだまだ整備を必要とするところ
が多くありますので、市としても、地元の要望を踏まえ、地域で必要とする
道路については、順次、拡幅整備に取り組んでまいります。

幹線道路や生活道路等必要な道路整備については、優先的に整備して
いく事が重要かつ不可欠と捉え、今後も予算を確保し整備してまいりま
す。（土木課）

① パブリックコメントに意見を提出するにあたり、まず総合計画（ダイ
ジェスト版）から通読したが、行財政運営や予算･決算に関する基本
計画が示されていないことについて、不備と感じた。

① 財政運営については、総合計画第１編コミュニティ・自治第２節におい
て、「安定的な財政基盤の構築と健全な財政運営の展開」の項目の中で
記載がなされていますが、ダイジェスト版では紙幅の関係で記載できない
部分がありますが、ご理解をお願いいたします。（財政課）

⑤ 商店数は全国的な傾向と同様、上田市でも減少しており、特に中山間
地域では、人口減少とともに小売店が衰退し、一人暮らしの高齢者などの
買い物が困難となり、生活基盤そのものが不安定になるなど、商店の減少
は市民生活にも影響が出ているものと考えます。

地域社会が少子化・高齢化・過疎化の進行から、商店経営者自身の問
題である高齢化・後継者不在、競争力低下などとも相まって廃業が増加
し、地域コミュニティーの核であり、ライフラインである商業機能が弱体化し
ています。

中山間地域などを含め、市内各地域に店舗を維持するためには、経済
性の追求という商業の本質から、福祉的な視点に立った商業展開やまち
づくりという観点からも、全国的な地域課題として非常に大きな問題であ
り、総合的な研究が必要であると考えております。（商工課）

② パブリックコメントについて、対象事業の設定理由を明示すべ
き、６つのまちづくり大綱の区分で前年度と今年度を併記した比較表
が必要、新規事業ではなく継続事業が多い。

② 対象事業の選定に当たっては、様々な施策分野から、大規模な事業
から小規模事業まで、幅広く対象として考える中で抽出しており、多様なご
意見がいただけるよう配意をしております。また、内容の拡充など大きな見
直しが行われるものにつきましては新規と同様に市民の皆様の意見を反
映させて施策決定していくべきと考え対象事業といたしました。

記載内容等につきましては、紙幅の制限もありますが、よりわかりやすい
形となるよう努めてまいります。（財政課）

③ 予算編成過程として、施策立案から議決までのＰＤＣＡを取り入
れるべき。また、予算と実績の差異を明示し自己評価や分析をすべ
きである。

③ これまでも広報などを通じ、総合計画、実施計画、各年度予算・決算の
各段階における情報開示と市民参画を図ってまいりましたが、今後さら
に、情報公開と市民の皆様のご意見を取り入れる取組を進めるなどしなが
ら、ＰＤＣＡがよりわかりやすい形でお知らせできるように努めてまいりま
す。（財政課）

④ 道路が狭く不便である。現在の道路関連予算を５．８％増やして
拡幅を進めて欲しい。

⑤ 店舗が一定の地域に集積していて不便なので、市内の各地域
に店があるようにして欲しい。
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議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農水費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 予備費

１ コミュニティ・自治 6,164,105 6,164,105

２ 産業・経済 7,016,268 255,536 1,562,872 5,197,860

３ 自然・文化 627,793 118,550 142,795 366,448

４ 生活環境 16,609,551 576,188 2,871,244 1,112,281 10,349,279 1,700,559

５ 健康・福祉 17,781,081 2,129 15,336,238 2,217,675 7,250 217,789

６ 教育 6,726,314 443,613 6,282,701

共通・その他 9,220,988 383,060 8,737,928 100,000

計 64,146,100 383,060 6,742,422 15,779,851 5,088,919 262,786 2,793,703 5,197,860 10,492,074 1,700,559 6,866,938 8,737,928 100,000

土地特会
塩田有線
特 会

交通災害
共済特会

同住特会 国保特会 老健特会
後期高齢者
特 会

介護特会 授産特会 駐車場特会 市街地特会
武石診療所
特 会

１ コミュニティ・自治 37,038 37,038

２ 産業・経済 0

３ 自然・文化 0

４ 生活環境 490,937 66,331 61,901 190,075 172,630

５ 健康・福祉 27,700,997 14,722,372 38,456 1,451,367 11,263,085 74,236 151,481

６ 教育 0

共通・その他 400,000 400,000

計 28,628,972 400,000 37,038 66,331 61,901 14,722,372 38,456 1,451,367 11,263,085 74,236 190,075 172,630 151,481

真田有線
事業会計

産 院
事業会計

水 道
事業会計

公共下水道
事業会計

農集排
事業会計

１ コミュニティ・自治 67,565 67,565 6,268,708

２ 産業・経済 0 7,016,268

３ 自然・文化 0 627,793

４ 生活環境 19,001,906 4,762,279 11,889,937 2,349,690 36,102,394

５ 健康・福祉 394,226 394,226 45,876,304

６ 教育 0 6,726,314

共通・その他 0 9,620,988

計 19,463,697 67,565 394,226 4,762,279 11,889,937 2,349,690 112,238,769

（単位：千円）

総合計

平成２１年度当初予算 総合計画６つの施策体系別予算額

一般会計

特別会計

企業会計

３ 自然・文化
0.5%

４ 生活環境
32.2%

５ 健康・福祉
40.9%

６ 教育
6.0%

２ 産業・経済
6.2%

共通・その他
8.6% １ コミュニティ・自治

5.6%
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

議会費 共通 議員人件費 議会事務局 275,122 ○
・ 月額報酬 議長 521,000円

副議長 456,000円
議員 425,000円

議員行政視察 議会事務局 6,674 ○

議会広報等発行 議会事務局 3,557 ○

・
・

会議録作成・検索システム運用 議会事務局 5,482 ○

委員会等会議録反訳委託 議会事務局 1,378 ○
・

政務調査費交付金 議会事務局 8,160 ○

総務費 コミュニティ・自治 上田地域広域連合負担金 政策企画課 201,242 ○
・ 運営経費 102,759 千円
・ 企画費 990 千円
・ 広報・公聴経費 2,828 千円
・ 創造館費 94,665 千円

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

議長、副議長及び議員32人分の報酬、手当、 共済費

上田地域広域連合

常任委員会（4委員会）、会派代表者会、議会運営委員会の
行政視察旅費

「うえだ市議会だより」を発行し、市民へ市議会の報告を行
う。

表裏４色中ページ２色、２０ページ⇒年４回発行
新年号１回発行

本会議会議録の作成及び会議録をパソコン上にデータベー
ス化。会議名、年月日、キーワード等から内容の検索が可
能

特別委員会、全員協議会等会議録の反訳を委託する経費
@16,000円×82ｈ×1.05

議員一人当たり年額 240,000円（条例規定）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 ◎ 合併記念事業 政策企画課 6,000 ○

まちづくり 5,220 ○
協働課

☆ 自治基本条例策定事業 まちづくり 5,038 ○
協働課

・ 1,976千円
・ 講師等謝礼 1,470千円
・ 旅費 550千円
・ 需用費 1,042千円

地域協議会運営事業 まちづくり 10,384 ○
協働課 ・ 9,576千円

・ 講師等謝礼 140千円
・ 旅費 58千円
・ 需用費 610千円

まちづくり 25,431 ○
協働課 ・

（自治会規模により基準面積を算定）

補助率：1/2（小規模自治会に配慮し、自治会の世

帯数に応じ、～75%まで嵩上げ措置あり）

・ 改修
補助率：50%～75%

（新築と同様、自治会の世帯数に応じ嵩上げ）

限度額：5,000千円

・ 用地購入

各地域ごとの補助金をH21から統一

合併記念事業を行うための経費

コミュニティセンター西内の管理運営委託
（利用料金制：社会福祉協議会へ委託）

住民自治、新生上田のまちづくりの基本的なルールとなる
自治基本条例を策定する。

委員報酬 26人×20回

地域協議会の運営に要する経費
委員報酬 20人×9協議会

新築（H21は該当なし）
補助限度額＝基準面積×建設単価×補助率

コミュニティセンター西内管理事業費

共同集会施設改修補助金

補助率：1/2 限度額：10,000千円
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 ◎ 常入自治会施設用地購入 まちづくり 9,757 ○
協働課

自治会関係事業費 まちづくり
協働課

（広報等配布委託料） 64,946 ○

（コミュニティ活動交付金） 41,940 ○

（地域環境整備交付金） 18,918 ○

（自治会連合会事務委託料） 6,567 ○
・ 事務局長報酬等 3,494 千円
・ 臨時職員賃金等 1,419 千円
・ 事業費分 1,250 千円
・ その他経費 404 千円

丸子・真田・武石 地域振興対応事業 まちづくり 1,250 ○
【地域予算】 協働課

☆ まちづくり 253,110 ○
協働課

・ 新築工事 244,388 千円

・ 建物解体工事 4,325 千円
・ 買収用地造成工事 3,465 千円

コミュニティ施設の運営、防火・防災・防犯活動等

地区内道路側溝等清掃、環境美化、ごみ集積所維持管理
等

広報等の配布、その他各種通知等自治会内回覧：戸数×
1,100円

自治会からの要望により、現在県から借りている集会施設
用地（231.41㎡）を市が購入し（地元負担1/2）、無償で貸し
付ける。

塩田地域自治センター整備事業

（債務負担 H22：244,387千円）

自治会連合会の事務委託

丸子・真田・武石地域の地域振興に係る経費

自治センター、塩田公民館、母子健康センター、塩田平土
地改良区等を含めた総合コミュニティセンターとして整備し、
地域住民との協働によるまちづくり推進の活動拠点とする。

19



◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 共通 まちづくり 48,000 ○
協働課 ・

・

○
・
・

6,100 ○
丸子 ・ 丸子地域 2,300 千円
真田 ・ 真田地域 3,800 千円

ＮＰＯ夢バンク支援事業 まちづくり 3,000 ○
協働課

丸子 ◎ 71,000 ○

【地域予算】 ○

丸子 ◎ オート三輪ポンプ車整備事業 2,415 ○

【地域予算】

丸子 ◎ 地域活性化事業 6,000 ○

【地域予算】

旧カネボウ丸子工場で使用していた、三輪車型消防自動車
の修繕整備

地域予算分

合併3周年を記念し、木曽義仲挙兵武者行列を開催する。

文化センター：耐震診断、トイレ改修、屋根塗装、その他リ
ニューアル工事

わがまち魅力アップ応援事業補助金

丸子地域振
興課

丸子地域振
興課

丸子地域振
興課

丸子ファーストビル・丸子文化センター
改修工事

特色あるまちづくり応援事業

長野県内のＮＰＯに対し、立上げ資金や運営資金の融資等
を行う「ＮＰＯ夢バンク」に対し、貸付原資の充実を図るた
め、資金の貸付を行う。

ファーストビル：エレベータ設置、トイレ・壁・天井・床改修工
事

対象：自治会・地区連合会等
補助率100%、限度額1,500千円

対象：ＮＰＯ等の市民活動団体
補助率100%、限度額1,000千円

個性あるふるさとづくり応援事業
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 丸子 ◎ 464 ○

【地域予算】 委員報酬 304千円
講師等謝礼 50千円
旅費 13千円
需用費 97千円

自然･文化 武石 ◎ 814 ○

【地域予算】
・ 672千円
・ 142千円

交流・文化施設検討委員会 政策企画課 9,932 ○

委員報酬 2,522 千円
報償費 650 千円
旅費 1,400 千円
需用費 360 千円
検討委員会支援業務委託 5,000 千円

コミュニティ・自治 職員研修事業 人材開発課 16,482 ○
・
・
・
・

原田泰治作「武石の秋」ピエゾグラフを購入し、制作ポイント
となった唐沢地域福寿草群生地付近に看板を設置する。

依田川と内村川の合流地点の親水芝生公園づくりに向け
た計画策定等

依田川リバーフロント市民協働事業 丸子地域振
興課

武石地域振
興課

原田泰治「武石の秋」活用事業

「武石の秋」ピエゾグラフ40号購入
制作ポイント看板設置

JT上田工場跡地への交流・文化施設の具体的な整備内容
について、検討委員会を組織し検討を行う。

メンタルヘルス研修
人材育成基本計画に基づく職員研修の実施

職員派遣研修（自治大学、市町村アカデミー等）
人事考課、自己評価研修
キャリアデザイン研修
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 産業医委嘱事業 人材開発課 3,120 ○

・

上田市職員互助会補助金 人材開発課 13,112 ○

職員事務服購入 人材開発課 10,000 ○

上田市例規集データベース化 行政管理課 2,802 ○

◎ 定額給付金経済効果調査業務 行政管理課 1,600 ○

備蓄資機材整備事業 危機管理室 3,000 ○

危機管理室 511,921 ○

定額給付金給付による経済効果について調査を行う。

職員の健康相談、指導事業、公務災害等に関する指導助
言。また、過重労働者に対する面談等、安全衛生法に基づ
く産業医の委嘱を行う。

本庁舎80千円/月、丸子庁舎40千円/月、真田庁舎40千
円/月、武石庁舎30千円/月、教育委員会庁舎70千円/月

上田市職員互助会への補助

事務職員用被服購入

大規模災害発生時において必要な情報の収集・伝達を行う
ため、双方向通話・画像伝送等が可能なデジタル式防災行
政無線を整備する。

防災行政無線設備整備事業

災害発生時に迅速な対応を図るため、上田市内12箇所の
備蓄拠点に備蓄資機材を整備する。また、広域避難場所に
発電機や投光器を整備する。

更新データ作成費、年度版単行本（100冊）作成費等
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 危機管理室 1,300 ○

☆ 行財政改革推進委員会 1,053 ○

◎ 195 ○

【歳入】 【歳入】
広報うえだ等有料広告掲載料 秘書課 7,056 ○

・
○

・

上田ＣＭコンテスト 秘書課 347 ○

◎ 上田市名誉市民称号授与 秘書課 215 ○

・
・ 記念品贈呈

指定管理者候補者選定委員会

30秒のCM作りを通して、上田市の魅力を再発見すると同時
に広く県内外にPRするため、上田CMコンテストを開催す
る。

上田市民又は本市に縁の深い者で、学術、文化、産業、経
済、その他市の発展に貢献した方に名誉市民の称号を授
与する。

自主防災組織に対し、防災用資機材の購入費の1/2以内
（上限額50,000円）の補助を行う。

諮問内容：集中改革プラン進捗状況管理、第二次集中改革
プラン策定、提案公募型民間活力導入制度創設 18回

指定管理者候補者選定のための委員会開催 6回

推薦委員会 5人×2回

広報に有料広告を掲載しての一般財源増収策
43,000円×6枠×24回

自主防災組織資機材購入補助金

行政改革推
進室

行政改革推
進室

上田ホームページに有料広告を掲載しての一般財源増収
策

18,000円×4枠×12回
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 ◎ 上田市功労者表彰 秘書課 709 ○

・
・ 記念品贈呈

◎ 市長記者会見バックパネル制作 秘書課 158 ○

◎ 秘書課 5,138 ○

秘書課 2,000 ○

☆ CATV専用チャンネル事業 秘書課 17,919 ○

・ 11,000千円
・ 3,116千円
・ 1,336千円

電算業務管理運営事業 情報推進課 352,227 ○
・ 保守点検、運用開発等委託 168,694 千円
・ システム賃借料等 150,468 千円
・ 需用費 20,838 千円
・ その他諸経費 12,227 千円

上田市が、放送局として、24時間配信するCATV専用チャン
ネルにより情報発信を行う。

市政のため特に功労があると認めるものを功労者として表
彰するため、選考基準の検討及び対象者の選考等を行う。

友好都市であるスイスダボス町を訪問し、併せてオーストリ
ア行政視察を行う。

現在のシステムの機能を整備し、コンテンツのリニューアル
を行う。また、ホームページ・テレビ・有線・報道等の広報媒
体の一元管理を行う。

番組制作委託料

審査委員会 15人×4回

記者会見用バックパネルを新たに制作する。

各種電算機器の管理運用に要する経費

システム機器賃借料
行政チャンネル専用料

スイスダボス町訪問

ホームページ及び広報データ一元化
事業
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 マシン室空調機入替え 情報推進課 8,000 ○

庁内LAN機器更新 情報推進課 6,600 ○

・ 物件価格 62,904 千円
・

地震防災情報システム 情報推進課 804 ○
・ 機器保守 504 千円
・ 回線使用料 234 千円ほか

オフトーク通信システム 情報推進課 ○
9,989 ・ 機器保守 208 千円

・ 回線使用料 9,503 千円

・ 需用費その他 278 千円

☆ 地図情報システム整備事業 情報推進課 72,149 ○

・
Ｈ20 43,621千円
Ｈ21 45,899千円
Ｈ22 25,980千円

・ システム構築業務 26,250 千円

汎用コンピュータからサーバへの移行に伴い、冷気取り込
み口が床下から背面へと変わったことなどにより、空調機の
入れ替えを行う。

H14～16に導入した庁内LAN機器の更新を行う。PC108台、
サーバ8台、プリンタ17台

リース 1,100千円×6月＝6,600千円

地震防災システムの保守等に要する経費

地図整備事業（３ヵ年）総額115,500千円

「上田市統合型ＧＩＳ基本計画」に基づく整備計画による最
低限整備が必要とされる基図として、航空写真を基に既存
の電子地図媒体を最大限利用し「地形図」「地番図」を整備
する。

オフトークシステム保守等に要する経費

うち利用者回線使用料8,687千円
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 丸子情報館管理運営事業 情報推進課 1,470 ○
・ 総事業費 1,470 千円

情報推進課 2,929 ○

◎ 情報推進課 173,103 ○

指定統計等調査事業 情報推進課 21,762 ○
・
・
・
・
・
・
・
・

78,365 ○

(50,671) ○
・ 人件費 32,039 千円
・ 人材育成事業費 5,655 千円
・ 情報発信事業費 5,770 千円
・ その他諸費 1,530 千円
・ 管理費 2,544 千円
・ 事務局費加算分 3,133 千円

丸子情報館に係る管理運営経費

うち臨時職員 705千円

国が進める電子自治体構築に向け、長野県、市町村及び
関係機関で構成される長野県電子自治体協議会において
構築、運用を行う県・市町村共同電子申請・届出システム
への負担金

経済センサス
全国消費実態調査

マルチメディア情報センター運営事業 マルチメディア
情報センター

市町村共同電子申請届出システム

菅平地区情報通信基盤整備事業

世界農林業センサス

工業統計調査
輸出生産実態調査

真田自治センターから菅平まで光ケーブルを敷設する。敷
設後は、UCVに貸出すことにより、テレビ放送、高速情報通
信サービスを提供する。

下記の指定統計調査を実施する。
学校基本調査

住宅土地統計調査

事業管理運営委託(地域振興事業団へ)

22年度国勢調査調査区設定

マルチメディア情報センターに係る管理運営経費
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 ◎ 契約課 3,750 ○

庁舎整備事業 20,067 ○
・ 庁舎関係修繕料 6,325 千円
・ 同施設整備工事費 13,300 千円 ほか

◎ 4,620 ○

車両管理事業 76,088 ○
・ 庁用車リース料 19,423 千円
・ 車両修繕、整備料 11,367 千円 ほか

公有財産管理事業 33,860 ○

・ 不動産鑑定委託 1,032 千円
・ 測量作図委託 4,518 千円 ほか

◎ カネボウ跡地買戻し 310,895 ○

【歳入】 【歳入】
納税通知書等発送封筒広告料 税務課 110 ○

公有財産の管理に要する経費及び遊休土地処分を推進す
るために要する経費

庁用車、バス等車両管理に要する経費

納税通知書等発送用封筒広告掲載料

武石地域自治センター庁舎耐震診断
事業

公有財産管
理課

電子入札システム共同利用負担金

公有財産管
理課

公有財産管
理課

公有財産管
理課

公有財産管
理課

県調達システムを県下市町村で共同利用し、入開札を行う
ための開発費・運用費負担金

施設設備の適正維持管理

昭和36年建築の庁舎について、耐震診断を実施する。

土地開発公社からカネボウ跡地10,500㎡の買戻し
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 たばこ税協議会補助金 税務課 670 ○

・

差押物件インターネット公売 収納管理課 5,123 ○

・ インターネット公売手数料 2,735 千円
・ 公売不動産鑑定委託料 2,388 千円

コンビニ収納システム事業 7,053 ○

収納管理課 ・ 76千円
〃 ・ 4,750千円

情報推進課 ・ 1,638千円
税務課 ・ 589千円

◎ 収納管理課 12,034 ○

・ 消耗品 30千円
公有財産管理課 ・ 通信費 1,004千円

・ 業務委託料 11,000千円

◎ 収納管理課 3,208 ○

・ 消耗品 26千円
・ 2,450千円
・ 732千円

県内で初めての市税等未納者へのオペレーターによる電話
等催告業務

真田たばこ小売組合補助金を統合、Ｈ21～5年間で470千
円まで減額する。

市税等の滞納により差押えた物件をインターネットを利用し
て公売する経費

収納対策強化のための、税並びに料金業務における「コン
ビニ収納」にかかる経費。

コンビニ収納データ受信料

JAによる派出終了により、今までJAが行っていた窓口収納
業務を行うための経費

集金・両替事務等手数料
レジスター・紙幣計算機購入

市税等納付案内センター事業

窓口収納取扱業務（丸子・真田・武石）

たばこの販売・促進を図り、税収入があがるようにするため
の運営補助

コンビニ収納取扱手数料
コンビニ収納システム使用料
コンビニ対応納税通知書封入委託
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 戸籍住民基本台帳事務費 市民課 24,264 ○
○
○

・ 保守点検委託 3,701 千円
・ 機器等賃借料 8,072 千円
・ 総合行政案内委託 2,744 千円
・ 住民基本台帳カード購入経費 1,000 千円
・

91 千円 ほか

☆ 外国籍市民支援推進事業 市民課 3,056 ○

・ 626千円
・ 180千円
・ 610千円
・ 100千円
・ 145千円
・

202千円
・ 600千円
・ 200千円

ほか

県営水道料金差額補助金 市民課 18,515 ○

・

・

・

上田市多文化共生のまちづくり推進指針及び推進計画に
基づく、外国籍市民に対する支援施策の経費

住民基本台帳ネットワークシステム
戸籍総合システム
窓口証明発行システム ほか

上田創造館自動交付機料金収納等委託

対象地区…塩田全域、仁古田、小泉の一部ほか
対象予定戸数…約 5,300戸

多言語広報誌（ポルトガル・中国・スペイン・英語）

県営水道給水地区に対する市営水道との料金格差分の助
成を行う。

口径13㎜で、水道使用料2ヵ月で26㎥までの差額の補助

外国人集住都市会議負担金
国際交流センター用備品

ことばのサポーター通訳・翻訳料
日本語教室支援消耗品費
日本語教室指導者養成委託
外国籍市民支援業務補助
多文化共生コーディネーター養成
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 健康・福祉 男女共同参画啓発活動事業 1,670 ○

生活環境 ◎ 県民交通災害共済事務費 生活環境課 2,059 ○

・

防犯灯新設補助金 生活環境課 5,470 ○

・ 上田地域 4,100 千円
・ 丸子地域 790 千円
・ 真田地域 370 千円
・ 武石地域 210 千円

*

防犯灯電気料金補助金 生活環境課 21,516 ○

・ 上田地域 14,979 千円
・ 丸子地域 3,448 千円
・ 真田地域 2,538 千円
・ 武石地域 551 千円
*

【歳入】 【歳入】
一般事務用封筒広告料 会計課 200 ○

男女共同参画社会の実現を図るための各種講座、講演会
等の啓発事業を実施する。

人権男女共
同参画課

自治会が行う防犯のために設置する道路灯の建設事業に
要する経費に対する補助

補助率5/10以内（Ｈ20～全域統一）

各課より発送する封筒に広告を掲載する広告料

交通災害共済事業が、平成22年度から長野県民交通災害
共済組合へ移行することに伴う、22年度募集事務経費

補助率5/10以内（上限30,000円）
Ｈ20～全地域統一

自治会が行う防犯のために設置する道路灯の電気料に対
する補助

消耗品費、配布用取扱要領印刷費、募集郵送料等
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

総務費 コミュニティ・自治 各種選挙運営事業費 204,543 ○

(61,841) ・ H21.9.10任期満了
(19,896) ・ H21.7.19任期満了

(121,545) ・ H22.4.8任期満了
(1,261) ・ H21.6.2任期満了

民生費 健康・福祉 ◎ 320 ○

部落解放運動団体等補助金 27,765 ○

☆ 福祉課 1,792 ○

在日外国人特別給付金 福祉課 720 ○

・高齢者 月10,000円×12月×4人
・心身障害者 月20,000円×12月×1人

1人 712千円
・中国残留邦人等日本語教室運営委託料

1,080千円

制度上無年金となっている在日外国人に対し、市単で給付
金を支給する。

中国残留邦人等日本語教室補助事業 中国残留邦人等に対する生活支援制度
H20法律の改正により、市が行う生活支援制度として、支援
相談員の配置及び日本語教室運営事業を行う。

・中国残留邦人等支援相談員賃金

長野県犯罪被害者支援センター負担
金

人権男女
共同参画課

犯罪被害者への支援事業を行っているNPO法人「長野犯罪
被害者支援センター」に対する負担金

人権男女
共同参画課

各種団体補助金
・部落解放同盟上田市協議会補助金 24,550千円（△10%）

選挙管理委
員会

上田市長選挙・市議会議員一般選挙
上田市浦里財産区議会議員一般選挙

21年度実施の選挙運営事業費

衆議院議員総選挙
上田市農業委員会委員一般選挙

・上田市人権啓発推進委員会補助金 2,850千円（±0%）
・上田市人権擁護委員会補助金 365千円（±0%）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 民生児童委員協議会補助金 福祉課 10,160 ○

民生児童委員協議会交付金 福祉課 21,441 ○

福祉課 500 ○

福祉課 96,342 ○
90,634 千円
4,579 千円

398 千円
731 千円

ボランティア活動事業補助金 福祉課 520 ○

地域ふれあい事業補助金 福祉課 29,416 ○

・ふれあい事業補助（500円×58,000世帯）29,000千円
・地域活動助成金 200千円
・相談事業 216千円

・福祉大会費分
・経理システム補助

（社）全国社会福祉協議会主催の「ボランティア活動保険」
加入者へ保険料の1/2を補助
（無償ボランティアに限る）

社会福祉協議会が行っている地域福祉活動、各種相談事
業に対する補助（花壇づくり等補助対象活動は多岐）

上田市社会福祉協議会補助金 社会福祉協議会の運営費（人件費、大会費等）の補助
・人件費分
・事業費分

・協議会運営費 5,590円×332人

地域福祉推進フォーラムの開催 地域福祉に関する計画を総括的に網羅した地域福祉計画
を推進するための地域福祉フォーラムの開催事業

民生児童委員に対する活動費交付金（Ｈ19.12.1～）
・活動費 58,200円×332人
・地区協議会長活動費 11,920円× 22人

・県民児協負担金 6,400円×332人
・総会費 1,500円×332人

民生児童委員協議会に対する活動費補助金
・活動費（1名増） 22,700円×332人
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 武石 武石温泉施設利用補助事業 福祉課 9,050 ○
【地域予算】

福祉センター等管理運営事業 福祉課 12,859 ○

4,429 ○

15,417 ○

4,747 ○

真田 ◎
1,500千円

◎
1,200千円

ボランティアセンター事業補助金 福祉課 9,987 ○

☆ 信州上田あんしんネット構築事業 福祉課 1,098 ○

・

社協が実施するボランティアセンター事業に対する補助

地震や水害等の災害時にスムーズな避難支援を行うため
のネットワーク構築事業

社協、自治会、民生児童委員協議会等と連携し、要援護
者の登録制度を推進する。

真田福祉センターの管理運営経費
・社会福祉協議会へ委託 2,047 千円
・真田総合福祉センター大ホール床改修工事

・真田総合福祉センター事務所入口設置工事

・社会福祉協議会へ委託 12,859 千円

長瀬市民センターの管理運営委託料
・社会福祉協議会へ委託 4,429 千円

丸子福祉センターの管理運営経費 15,417千円

・うつくしの湯
12,000枚（16歳以上1人5枚）×200円

・事務費（印刷製本費） 200千円

ふれあい福祉センターの管理運営経費

・雲渓荘
宿泊 1,900枚×1,000円
日帰り 1,900枚× 500円
特別招待宿泊 600枚(70歳以上)×6,000円

宿泊、日帰りに対する補助（武石地域住民に配布）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 福祉課 3,840 ○
・

◎ 福祉課 50 ○
・

障害者自立支援システム改修委託料 福祉課 10,000 ○

自立支援給付事業費 福祉課 1,460,629 ○
74,321千円
11,199千円
36,714千円

1,158,469千円
92,498千円
50,824千円
1,728千円

34,876千円

自立支援特別対策事業費 福祉課 47,473 ○

身障・知障施設事業運営円滑化給付費等 32,473千円

・補助金
通所ｻｰﾋﾞｽ利用促進事業補助金 12,000千円
ｹｱﾎｰﾑ重度障害者支援体制強化事業補助金 3,000千円

・扶助費

・自立支援医療給付費
・療養介護医療給付費
・補装具給付費

障害者自立支援法の円滑な実施を図るため、事業者に対
する激変緩和措置及び新法移行に対する緊急的な経過措
置を行なう。（県3/4～10/10）

・児童デイサービス支援給付費
・短期入所支援給付費
・施設支援給付費
・共同生活支援給付費

障害者自立支援法規定の障害福祉サービスに対する給付
・居宅介護等支援給付費

障害者福祉システム更新事業 平成20年度に導入したシステムリース料
320,000円×12月

長野県視覚障害者福祉大会補助金 長野県視覚障害者福祉大会開催地補助金
平成21年7月5日～6日 鹿教湯温泉で開催

自立支援法の見直しに伴うサービス報酬改定等に対応す
るためのシステム改修（県10/10）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 地域生活支援事業費 福祉課 212,671 ○

30,000千円
4,164千円

54,023千円
36,478千円

3,313千円
18,136千円

227千円

障害者在宅福祉事業費 福祉課 68,226 ○

・ 2,410千円
・ 3,053千円
・ 2,520千円
・ 1,588千円
・ 4,446千円
・ 800千円
・ 19,712千円

・ 4,284千円
・ 7,260千円
・ 3,953千円
・ 14,200千円
・ 4,000千円特定疾患療養者見舞金

心身障害者扶養共済掛金補助金
重度心身障害者家庭介護者慰労金

〈市単事業〉
腎臓機能障害者通院費補助金
障害者施設通所交通費補助金

知的障害児施設通園費補助金
心身障害者タイムケア事業扶助費

障害児施設訪問看護サービス事業補助金

重症心身障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ運営費補助金

知的障害児（者）等自立生活体験事業補助金

身体障害者住宅整備事業補助金

障害者及び介護者に対する各種補助
〈県単事業〉

地域共生型生活ホーム事業補助金

・訪問入浴サービス
・日中一時支援
・更生訓練費
・地域活動支援センター（共同作業所等） 54,815千円

・社会参加促進（点字広報発行等）
・移動支援
・日常生活用具給付
・上小地域障害者自立生活支援センター運営 10,000千円

障害者自立支援法の規定により市町村が実施主体となり、
地域の実情に応じて実施する障害福祉サービス

・コミュニケーション支援（手話通訳派遣等） 1,515千円
・相談支援
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 特別障害者手当等給付金 福祉課 89,106 ○

精神障害者憩いの家事業 福祉課 4,484 ○

障害者余暇活動支援事業 福祉課 400 ○

福祉課 1,737 ○

福祉医療費給付事業 福祉課 691,902 ○

・事務費 91,902千円

・老人 1,057千円
・障害者 331,113千円
・母子・父子家庭 60,533千円
・児童 207,297千円

重度心身障害者（児）タクシー利用助
成事業

歩行困難な重度心身障害者がﾊﾞｽ等の交通機関を利用す
ることが困難なため、ﾀｸｼｰを利用した場合、基本料金等 を
補助する。（市単事業）

・880円 年24回

児童、母子・父子家庭、重度の心身障害者、低所得老人等
に医療費の自己負担額を自動給付方式にて助成

・障害児福祉手当 88人（月額14,380円）
・福祉手当（経過措置） 11人（月額14,380円）

在宅の精神障害者の日中の活動の場を確保し、社会参加
を促す。

市内で障害者スポーツなどの余暇活動を実施している団体
への補助 100千円×２団体+重度障害者外出支援（社協）
200千円

精神又は身体に重度の障害を有し、常時介護を要する者に
手当を支給し、福祉の増進を図る。(国7.5/10）

・特別障害者手当 227人（月額26,440円）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 福祉課 6,000 ○
275千円

3,574千円
902千円

高齢者介護課 570千円
540千円
139千円

福祉課 48,142 ○

特別児童年金支給事業 福祉課 14,280 ○

障害児施設福祉事業費 福祉課 35,417 ○

利用算定
送迎加算分

◎ ・ 通園者送迎用車両購入 4,139千円

・事業費 7,130円×5人分（月限度）×12月（国基準）
・児童デイサービス（個人負担１割）

4,070円×2,160日
540円×2,160日×2回

障害児通園施設運営委託
・重症心身障害児（者）通園事業（県単事業）

317,000円×12月
・事務費 1,326,840円×12月（国基準）

平成17年度借入、償還期限28年1月4日

重度の障害のある児童に対する年金支給
340人×3,500円×12月

上田市つむぎの家運営事業

・しおがわ敬老園 借入利率1.33%のうち0.37%

養護老人ホ－ム建設事業元利償還補
助金

「報恩寮」建設元利償還補助金
・元利償還金 48,142千円 （借入総額401,525千円）

・ローマンうえだ 1.50%全額
・別所温泉長寿園 1.70%全額
・アザレアンさなだ 借入利率4.60%のうち1.30%

・同上短期入所棟 借入利率2.40%のうち2.00%

特別養護老人ホ－ム建設資金利子補
給補助金

法人の建設借入金利子に対する補助
・ラポート青木 3.85%のうち1.00%
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 生活保護費 福祉課 900,000 ○
274,700 千円
54,289 千円

490,175 千円
21,582 千円
29,870 千円
7,792 千円

21,592 千円

社会福祉授産事業特別会計繰出金 福祉課 45,181 ○

2,441 千円
8,770 千円

17,333 千円
16,109 千円

528 千円

点字図書館運営事業 点字図書館 6,694 ○

盲導犬貸与事業 点字図書館 1,890 ○

高齢者介護課 21,387 ○

・（社福）長野県身体障害者福祉協会から受託

盲導犬１頭を貸与していくための訓練委託事業
社会福祉法人日本ライトハウスに委託する。
・点訳奉仕活動等石井基金充当

(社)上田地域シルバー人材センター補
助金

運営費の助成
・上田市、東御市、長和町、青木村による運営

・財政調整分
武石事業所送迎車リース料

長野県上田点字図書館の管理運営事業

武石事業所
・社会福祉授産施設事務費分

上田事業所
武石事業所

・中国残留邦人支援

特別会計への繰出金
・施設支援給付費分（就労継続Ｂ型）

上田事業所

・医療扶助
・介護扶助
・施設委託扶助
・その他扶助

生活保護に要する経費（国3/4）
・生活扶助
・住宅扶助

38



◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 老人クラブ活動補助金 高齢者介護課 9,429 ○
20年度実績

会員数 クラブ数 クラブ数
20～29人（市単独分） 3 3
30～49人 35 34
50～99人 88 79
100人以上 27 23
合計 153 139

高齢者生きがいづくり事業 高齢者介護課 9,487 ○
530千円

1,061千円
300千円
925千円
150千円
336千円
445千円
765千円

2,956千円
1,779千円

240千円

高齢者福祉センター運営事業 高齢者介護課 41,123 ○
30,387千円
8,310千円
1,726千円

700千円・施設修繕料

高齢者福祉センターの管理運営事業
・上田市高齢者福祉センター
・真田老人福祉センター
・武石老人福祉センター寿楽荘

・他市町村との老人クラブ交流会
・福寿クラブ連合会運営費補助事業

・高齢者学園事業
・三世代ファミリースポーツ大会事業

・いきいきフェスティバル事業
・福寿クラブシルバースポーツ大会
・高齢者相互支援推進事業
・連合会だより発行事業

各種生きがいづくり・健康づくり事業
・パソコン教室、料理教室、各種スポーツ教室

・寝たきり老人訪問事業
・高齢者文化祭事業

単位老人クラブ及び老人クラブ連合会への補助金
2１年度見込

・単位老人クラブ補助金 8,409千円 （県2/3）
・老人クラブ連合会補助金 1,020千円
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 丸子老人福祉センター運営費補助金 高齢者介護課 13,021 ○

介護予防・生活支援事業 高齢者介護課 540 ○

2,265 ○

8,898 ○

4,160 ○
・要介護4・5の方を対象に、車椅子、ｽﾄﾚｯﾁｬｰの搭載できる
車両を用い、居宅と在宅福祉ｻｰﾋﾞｽ施設等、施設と医療機
関等の送迎を行う。 （本人負担１割）

菅平観光タクシー㈱に委託
1回平均6,400円×650回

・要介護認定は受けていない方で、閉じこもりがちな高齢者
を対象としたデイサービス事業

１人１回 3,000円、月平均248回利用を見込む
送迎・入浴・給食・機能訓練等を月１～２回/１人実施

高齢者等外出支援事業

布団丸洗い乾燥事業
・65歳以上の方のみの虚弱高齢者世帯の、寝具を丸洗い
乾燥する。
（自宅に取りに行くところから配達までを委託）

338件×6,700円 （本人負担１割）

生きがい対応型デイサービスセンター事業

介護予防・各種講演事業
・認知症の普及と認知症の方を地域でサポートする人の養
成講座

長野大学での講演（県外講師） 100,000円×１回
地域サポーター養成講座 8,000円×55回

運営費の助成（社協所有施設）
・社会福祉協議会への補助金

（上田市長瀬地区〔愛称たんぽぽ〕）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 介護予防・生活支援事業(つづき） 高齢者介護課 1,317 ○

1,150,000円
31,500円
70,560円
64,350円

950 ○

7,850 ○

6,300千円
1,550千円

350 ○

500 ○

（認知症の方の自宅を訪問して対応）
17,000円×28回×1.05

訪問理美容サービス
・65歳以上の方のみで暮らしている高齢者世帯で要介護３
以上で理美容店へ行くことが困難な方に、訪問にかかる費
用を補助する。（１人年6回まで利用可能）
2,000円×175回

もの忘れ・認知症相談の開催
・介護者支援事業として認知症相談会を開催する。

・別所温泉長寿園内の生活支援ハウスの運営に必要な生
活援助員を設置する。

（社福）別所清明会に委託
生活指導員・看護師・宿直者の人件費

光熱水費+その他運営諸経費

海野町商店街振興組合に委託
市街地の空き店舗を整備、高齢者の介護予防・生きがい
づくり健康づくりの拠点施設として様々な団体に活用され
ている。
光熱水費307,000円＋その他管理費643,000円

高齢者生活支援ハウス運営事業（上田地域）

消火器点検等
進入路等除雪管理委託

高齢者ふれあいサロン管理運営事業（上田地域）
・海野町ふれあいサロン

・介護予防を目的とした趣味の集い等の実施、ヘルパーに
よる健康管理、集合住宅の管理

（社福）恵仁福祉協会に委託
健康安全管理委託
消防設備点検委託

独居高齢者集合住宅管理事業（真田地域）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 介護予防・生活支援事業(つづき） 高齢者介護課 450 ○

19,530 ○

14,310 ○
8,130千円
6,180千円

128,400 ○

272 ○

272千円

老人施設入所者措置費 高齢者介護課 258,917 ○

緊急通報装置設置事業 高齢者介護課 24,471 ○

・
（これまでの実績） （台数）

１９実績 80 3 8 0 91
２０見込 80 3 8 0 91
２１当初 80 10 5 3 98

一人暮らしの高齢者、重度身障者宅に設置した緊急通報
設備の管理事業

新設、移設工事、保守点検委託料等

年度 上田 丸子 真田 武石 合計
１８以前 1,225 132 82 64 1,503

主に認知症の方対象

養護老人ホームに対する措置費
報恩寮87人、ﾍﾞﾙﾎﾟｰﾄまるこ西５２人、静山荘1人、光の園2人
（昨年度から2名増）Ｈ20.10.1現在で算定

・要介護３～５ 1,284人×100,000円
（基準日11月1日、前6月該当となった方対象）

老人日常生活用具給付事業
・65歳以上の一人暮らしで火の始末等が心配な方に給付

敬老祝金支給事業
・88歳（10，000円）・・813人
・99歳以上（30，000円）・・206人

家庭介護者慰労金

（主な作業）草取り、掃除、障子張替、除雪

要援護高齢者等住宅整備事業補助金（県１/２）
・介護保険対象の方で、介護保険対象以外の改修の補助
をする。31件×630,000円

実績：Ｈ18・・18件、Ｈ19・・10件、Ｈ20見込・・31件

軽度生活援助事業
・高齢者のみの世帯で、介護保険対象外の軽易な日常生活を支援する。

（本人負担２割） 450,000円
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 高齢者介護施設整備事業 高齢者介護課 12,200 ○

◎ ○ 1,000千円
◎ ○ 1,200千円

一部事務組合負担金 高齢者介護課 19,192 ○

介護保険円滑運営事業 高齢者介護課 21,419 ○
・

高齢者介護課 1,689,151 ○
160,659千円
146,599千円

1,325,517千円
13,273千円
42,218千円

885千円・基金運用金繰出金

・広域連合負担分
・保険給付費分
・地域支援事業（介護予防事業）分
・地域支援事業（包括・任意事業）分

国庫補助分：②社会福祉法人等による軽減
国庫補助分：③特別地域加算減免
①20,455千円②764千円③200千円

介護保険事業特別会計繰出金 特別会計への繰出金
・職員人件費等分

平成20年度債、償還期限51年3月25日

低所得者利用料負担対策事業 （国1/2県1/4）
介護保険制度を円滑に実施するために、低所得者の方
に対し利用料軽減を行う。
市単補助分：①通所介護等各種サービス助成

塩田デイサービスセンター下水道接続工事

依田窪老人保健施設負担金
・元利償還金35.96％負担（53,370千円×0.3596）

平成6年度許可債、償還期限37年3月25日

・地域介護・福祉空間整備事業交付金（ハード事業 ）
認知症対応型デイサービス施設整備

10,000千円×１箇所（神科圏域）
塩田西デイサービスセンター修繕料

日常生活圏域（中学校区）毎に整備する面的整備計画に基
づく地域密着型サービス施設の整備(県10/10）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 国民年金事務費 国保年金課 1,708 ○

国保年金課 1,331,636 ○

特別会計繰出金 国保年金課 630,642 ○
249,053千円
74,176千円

191,974千円
64,346千円
51,093千円

3,264 ○
262千円

3,002千円

379,300 ○
58,297千円
51,420千円

269,583千円

母子生活支援施設入所費 子育て・子育ち 10,867 ○
支 援 課

母子寮管理運営事業費 子育て・子育ち 40,145 ○
支 援 課 40,580千円

1,104千円

上田市母子寮の管理運営を明照会に委託
・17世帯（19年度から臨床心理士加算追加）

・一時保護、緊急避難委託分

・保険基盤安定繰出金（保険料軽減分）

私立母子生活支援施設「見誓寮」等３世帯分の入所費
・上田市3世帯、その他3世帯

事務費、一般生活費、児童用採暖費、被虐待児加算

・医療諸費繰入金

後期高齢者医療特会への繰出金
・職員給与費等繰出金
・広域連合事務費負担金繰出金

・出産育児一時金繰出金
・国保財政安定化支援事業繰出金

老健特会への繰出金
・一般管理事務費繰入金

国保特会への繰出金
・保険基盤安定繰出金（保険税軽減分）

・保険基盤安定繰出金（保険者支援分）

・職員給与費等繰出金

国民年金事業
・国民年金の相談、啓発等に係る事務費

長野県後期高齢者医療広域連合負担
金

長野県後期高齢者医療広域連合医療費負担金（1/12）
・後期高齢者医療制度の医療費の市町村負担金（1/12の
ルール分）。県内全市町村によって構成される長野県後期
高齢者医療広域連合へ支出する。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 母子家庭援護事業 子育て・子育ち 10,101 ○
支 援 課

☆
◎

35 ○

子育て支援事業 子育て・子育ち 450 ○
支 援 課

382 ○

報償費 348 千円
事務費 34 千円

312 ○

報償費 288 千円
事務費 24 千円

・地域全体で子育て家庭を支援するために「子育てサポー
ター」を養成し、地域や行事等でボランティアとして活動して
いく人材養成講座の開催 （全5回、受講者25名程度）H16～
実施

ノーバディズ・パーフェクト講座
・子育て中の親を対象とした親としての成長を育むための
講座等（ワークショップ方式）の開催 （6回、4講座）

・県補助事業（1/2）

子育て家族応援事業
・子育てサークルのネットワーク団体と企業・市が協働して
講演会や各種講座等を開催する。

子育てサポーター養成事業

・母子家庭高等技能訓練促進費 103,000円×18月×4人
・入学支援修了一時金 50,000円×4人

ＤＶ・女性保護対策支援事業
夫からのＤＶ、児童に対する虐待等の相談事業

・交通災害遺児激励 5,000円×20人
・母子家庭日常生活

支援事業
1,530円×4時間×7日×15人
1,530円×2時間×7日×2人

・母と子の集い事業（日帰り・バス3台）
・自立支援教育訓練給付金 25,000円×10人
・児童入学卒業祝品

の贈呈
小学校入学 3,000円×150人
中学校卒業 3,000円×150人

母子家庭等の自立支援を目的とした各種支援
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 ◎ 子育て支援事業（つづき） 子育て・子育ち 3,703 ○
支 援 課

報償費 103 千円
事務費 3,600 千円

◎ 460 ○

需用費 420 千円
備品購入費 40 千円

◎ 1,000 ○

委託料 1,000 千円

次世代育成支援対策事業 子育て・子育ち 738 ○
支 援 課

285 千円
25 千円

428 千円

ファミリーサポート事業 子育て・子育ち 3,760 ○
支 援 課

職員体制は20年度と同様（臨時3名）
（次世代育成支援対策交付金対象事業）

報償費及び旅費
後期計画等印刷製本費

子育ての会員制相互援助活動事業の運営
・平成20年度より社会福祉協議会へ委託

・養育に欠ける児童保護を目的とし、平日の夜間又は休日
に不在となり、家庭において児童を養育することが困難と
なった場合、また、その他緊急の場合、実施施設において
保護し、生活指導、食事等の提供を行うことにより、要保護
家庭の立ち直りを支援する。

平成21年度の次世代育成支援行動計画（後期計画）策定
に向けた協議会の開催等
・後期計画（平成22年度～26年度）

地域協議会委員報酬

・発達障害等で支援を必要とする子どもたちに対して、総合
的な支援を行う発達支援センターをH21年度完成予定の総
合保健センター内に設置する。

まちなか赤ちゃんステーション事業
・公共施設や商店等を「赤ちゃんステーション」として指定
し、赤ちゃんを連れての外出時に、オムツ替えや授乳などで
気軽に立ち寄ることができる場所を確保する。

要保護児童夜間支援事業

発達支援センター事業
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 子育て・子育ち 10,758 ○
支 援 課

2,763 ○

乳児院費 子育て・子育ち 7,344 ○
支 援 課

地域子育て支援センター事業 子育て・子育ち 9,410 ○
支 援 課

◇上田：大星、神科、東塩田児童センター
〈単独施設〉

◇丸子：西内保育園子育て支援センター
◇上田：川辺・泉田地区防災センター

ひろば型（週3～5日、5時間）
◇上田：清明こども館（ひろば5日型）
◇丸子：中丸子ベルプラザサロン（ひろば3日型）

児童館型（週3日、3時間）

センター型（週5日、5時間）
◇上田：南部、塩田中央、神科第二保育園

子育て支援センター
◇丸子：中丸子保育園子育て支援センター
◇真田：真田子育て支援センター

・入所児10名の生活費、事務費等の計上

地域子育て支援拠点事業（国・県２/３）
・全12箇所で広場事業を実施する。（補助対象10箇所）

〈補助対象施設〉開設時間等による分類

・シルバー人材センターへ委託
日勤25人×7日×7,704円
夜勤25人×6日×8,560円（定員母子４組まで）

県受託事業

国実施要綱改正に伴い職員（保育士）1名増
午前8時～午後6時（職員増により定員4名→6名）
対象年齢6歳→9歳 委託料以外 116千円

出産育児支援施設「ゆりかご」の運営 Ｈ12.4～

乳幼児健康支援一時預り事業 病児・病後児保育事業（医療法人 健静会）Ｈ19.5～
・病児・病後児保育業務委託料 10,642千円
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 ◎ 地域子育て支援センター事業 子育て・子育ち 5,900 ○
（つづき） 支 援 課 ・

需用費 900 千円
備品購入費 5,000 千円

児童手当支給事業 子育て・子育ち 1,345,795 ○
支 援 課

児童扶養手当支給事業 子育て・子育ち 600,000 ○
支 援 課

【歳入】 【歳入】
☆ 第３子保育料等軽減事業 保育課 △ 12,294 ○

・一部支給の場合(所得額に応じ） 月額 41,710～9,850円
・児童加算額 第2子5,000円 第3子以降1人につき3,000円

現在、第１子が小学生の場合に限り、第3子以降の入所児
童の保育料を50％減免しているが、この第１子の制限を中
学生まで拡大し、第３子以降の保育料を50％軽減すること
で、多子世帯の負担軽減を図る。

非被用者児童手当 327,470千円
特例給付児童手当 5,530千円

母子家庭で、児童（18歳未満、障害児は20歳未満）を養育し
ている方に手当を支給
・全部支給の場合 月額 41,720円

・3歳以上小学6年生修了前まで
第1子・2子 月5,000円 延135,719人
第3子以降 月10,000円 延18,668人

被用者児童手当 1,012,795千円

子育て支援センター事業
総合子育て支援センターとして、遊び、つながり、発達、相
談、養成をテーマに子育て支援の象徴的な施設とし、H21
年度完成予定の総合保健センターに併設し活用してい
く。

小学6年修了前までの児童を養育している方に手当を支給
(21年度は制度改正なし）
・3歳未満 10,000円 延48,052人
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 保育所運営団体助成事業 保育課 9,137 ○
7,523 千円（ 5園→ 4園）

360 千円（ 1園）
498 千円（42園）
756 千円（42園）

保育課 7,259 ○
・

職員健康診断費補助

延長保育事業
休日保育事業
一時保育事業

保育料減免事業
◎ 乳児、1～2歳児保育事業

◎ 夜間保育事業

障害児発達相談事業 保育課 378 ○
・

◎ 保育課 2,116 ○
・

・ 需用費 449 千円
・ 役務費 42 千円
・ 委託料 1,593 千円
・ 公課費 32 千円

障害児又は発達の気になる児童の相談事業
現在育児相談等で対応している保護者相談について拠
点園において月2回専門家による相談を実施する。
15,000円×24回×1.05

保育園児送迎用マイクロバス運行業
務委託

豊殿保育園通園バスの直営運行
保育園通園に係る保護者負担軽減を図るため、現在保
護者会が運行している通園バスを市直営運行に移行す
る。（今後4団体（5園）も直営運行に移行する。）

4ｈ越え 1,630,800円
2,026,600円（市単独）
802,200円+1,375,200円
180,440円

91,476円
266,152円
240,000円
4ｈ以内 645,300円

・通園費補助金

・保護者会活動費補助金

・子供劇場観劇補助金

認可外保育所施設児童処遇向上事業 認可外保育施設児童処遇向上事業補助金
H21新規事業として、乳児及び1～2歳児保育事業補助を
行う。

保育所運営団体に対する補助
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 ◎ 駐車場用地借上料 保育課 360 ○

保育所安心安全対策事業 保育課 1,819 ○

135 千円
740 千円
221 千円
473 千円
250 千円

丸子地域保育園給食調理業務委託 保育課 56,757 ○

☆ 保育園運営計画策定事業 保育課 776 ○

保育所施設整備事業 保育課 8,101 ○
・ 保育園用地測量委託 700 千円
・ 施設整備工事費 7,401 千円

民間保育所運営事業 保育課 926,457 ○

868,078 千円
33,063 千円
21,829 千円
3,487 千円

・管外委託児（31人）
・途中入所児負担金

公立保育所施設整備

私立保育園10園分の保育所運営費負担金
（支弁額873,219千円－国基準徴収金376,801千円）に対し
て国1/2、県1/4の負担金は継続
・私立保育所運営費
・管外受託児（私立）

・職員体制（正12人・臨7人・シルバー4人）

今後の保育園の施設や運営のあり方について検討する。
・保育検討委員会の開催

17人×3,800円×12回

・ＣＡＰによる安全講習
・110番通報装置保守
・チャイルドシート購入

丸子地域7園の給食調理を丸子地域振興公社へ委託

西塩田保育園及び室賀保育園の駐車場借上料

保育園内において園児が安心して過ごせるよう18年度から
実施しているセキュリティ対策を継続して実施する。
・防犯スプレーの購入
・遊具点検の実施（32園）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 健康・福祉 民間保育所助成事業 保育課 120,609 ○

20,102千円
56,900千円
3,240千円
4,950千円
2,550千円

428千円
2,000千円

20,620千円
8,544千円

1,275千円

◎ 225,000 ○
225,000千円

教育 ☆ 児童館運営事業 学校教育課 60,829 ○

◎ 放課後児童ひろば事業 学校教育課 627 ○ 放課後児童ひろば事業の実施
地域との連携やボランティア等の協力による、「放課後の子
どもの居場所事業」を、モデル事業として実施する。

児童館、児童センター10館の運営
・指定管理者による運営

上田（8館）・丸子（1館）・真田（1館）
真田児童館については、20年度までの直営から指定管理
者へ移行

乳児の産休明けからの受入や年度途中入所に対応して
いる私立保育園に18年度県基準を基に市単で補助する。

※乳児保育については19年度から国庫廃止、県単事業もハー
ドル（補助基準）を上げている。

民間保育所建設事業補助金
・三好町保育園園舎改築事業（3/4）

・職員加給金補助金
・障害児保育事業補助金

※障害児保育については20年度から県補助廃止
・乳児保育促進事業補助金（5園）

・乳児保育促進事業補助金（5園）
・病休代替職員雇用事業補助金
・地域活動事業補助金（国）
《市単事業》

・１歳児保育推進事業補助金
・延長保育促進事業補助金（国）
・一時保育促進事業補助金
・待機児童解消促進事業補助金

私立保育園に対する補助
《県単事業》
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

民生費 教育 ☆ 放課後児童クラブ運営事業 学校教育課 116,266 ○

60,975 ○

◎ 放課後児童クラブ施設整備事業 学校教育課 27,140 ○

・ 木造・平屋 132.9 ㎡

武石 ☆ 武石児童館建設整備事業 武石地域 176,384 ○
【地域予算】 教育事務所

・ 木造・平屋 512 ㎡
（本体建設工事・外構工事）

衛生費 健康・福祉 健康管理システム保守点検事業 健康推進課 1,638 ○

健康推進課 6,621 ○

武石児童館建設工事
地域の子育て支援の拠点として、放課後等における児童の
健全育成、安全確保及び留守家庭の支援を図るため、児
童館建設を行う。

各種成人健診の結果データ分析、保健指導や予防接種者
の管理等に係る情報管理システムの保守点検を委託する。

上田市医師会附属看護専門学院運営
費補助金

看護師の養成と確保を目的に補助を行う。

・指定管理者（各学童保育所運営委員会）による運営
上田（6館）・武石（1館）

塩田西児童クラブ建設工事
小学校家庭科教室を利用して設置している現施設を、新築
の専用施設に移転し、学校・児童クラブ双方の制約を解消
するとともに、児童クラブの環境整備を図る。

・指定管理者による運営
旧こども館8館、旧児童クラブ8館を児童クラブとして再編
し、指定管理者により運営する。新たに4児童クラブを新
設し、学童保育所と併せた留守家庭対策施設「放課後児
童クラブ」を、全小学校区で利用可能とする。
上田（12館）・丸子（4館）・真田（4館）

学童保育所6館の運営

児童クラブ20館の運営

52



◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

衛生費 健康・福祉 一部事務組合負担金 健康推進課 113,443 ○

44 ○

予防対策事業 健康推進課 92,616 ○
・
・
・ ほか

☆ 妊婦一般健康診査事業 健康推進課 127,443 ○

毎月21日は市民健康づくりの日事業 健康推進課 456 ○

ヘルスプロモーション事業 健康推進課 7,052 ○

・ インターバル速歩 5,063千円
・ 運動講座 946千円

☆ ・ 647千円食育カレンダーの作成

健康づくりへの関心を高め、それを持続させるために、客観
的データに基づいた実践講座を行う。
各地域において、生活習慣病の予防講座として運動教室等
を実施する。

（水中エクササイズ）
（レッツエクササイズ）
（脂肪燃焼セミナー） 等

<保健推進事業分>
食の教育、歯の健康づくり、子育て等

<健康増進事業分>
生活習慣病予防、手軽にできるウォーキングの推進等

MRワクチン予防接種委託
三種混合ワクチン予防接種委託

妊婦に対する公費負担を5回から14回に増やして実施す
る。

上田市民健康づくり計画「ひと・まち げんき健康うえだ21」
を推進する。

依田窪病院会計負担金

依田窪医療福祉事務組合負担金

各種予防接種を実施する。
インフルエンザ予防接種委託
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

衛生費 健康・福祉 各種検診委託事業 健康推進課 107,891 ○
・ 大腸検診 16,160 千円
・ 胃検診 23,192 千円
・ 子宮がん検診 17,957 千円
・ 乳房検診 25,083 千円
・ 肺がん検診 9,736 千円
・ 骨検診 3,240 千円
・ 前立腺がん検診 168 千円
・ 歯周疾患検診 2,265 千円
・ 肝炎ウィルス血液検査 3,190 千円
・ 肺がんラセンCT検査 6,700 千円 ほか

健康診査事業 健康推進課 33,824 ○

1,766 ○

健康推進課 8,448 ○

在宅当番医制事業委託 健康推進課 6,237 ○
・ 医師会 5,418 千円
・ 歯科医師会 819 千円

小児初期救急センター管理運営事業 健康推進課 27,680 ○

440 ○
・
・

小児初期救急センターに係る管理運営経費

家庭における小児の救急時の対処法の周知
健康教室開催
「応急手当の手引き」作成

成人健康診査委託料

上田市救急情報ネットワ－クシステム
事業

市内病院、医院の診療情報を端末を使用したネットワ－ク
で結び、救急患者の収容及び診療可能な医療機関への問
合せに対応する。

休日に当番で診療を行う当番医制事業を委託する。

各種検診を上田市医師会等へ委託する。

後期高齢者健康診査
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

衛生費 健康・福祉 ☆ 周産期医療緊急対策事業 健康推進課 28,440 ○
・

5,040千円
2,400千円
3,600千円
2,400千円

・
4,800千円
7,200千円
3,000千円

健康推進課 1,440 ○

丸子保健センター管理事業費 健康推進課 816 ○

真田保健センター管理事業費 健康推進課 3,713 ○

武石保健センター管理事業費 健康推進課 7,999 ○

総合保健センター建設事業 健康推進課 914,000 ○

・ 本体工事 750,000 千円
・ 外構工事 140,000 千円 ほか
・

広域連合負担金 健康推進課 39,223 ○

武石保健センター管理事業費

健康増進支援の拠点及び健診等の総合的管理を行う基幹
保健センター（上田地域保健センター）とこどもセンターを一
体化した総合保健センターを旧第一中学校跡地に建設す
る。

病院群輪番制病院補助事業負担金

社会福祉基金150,000千円充当

塩田母子健康センター管理運営事業
費

塩田母子健康センター管理事業費

丸子保健センター管理事業費

真田保健センター管理事業費

非常勤医師の報酬増額
非常勤医師住宅借り上げ
修学資金等貸付金

医師確保対策
産院事業会計補助金
女性医師への子育て支援
休暇取得のための代替医師確保

医師研究資金
研修医等研修資金
医学生修学資金
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

衛生費 健康・福祉 相染閣管理運営事業 相染閣 67,154 ○

○

生活環境 公衆浴場関連補助金 生活環境課 5,638 ○
・ 1,100千円

☆ ・ 1,180千円
・ 1,020千円
・ 718千円
・ 1,620千円

新エネルギー活用施設設置費補助金 生活環境課 16,960 ○

・
・

除雪機購入補助金 生活環境課 3,000 ○

・
・

自治会等が除雪作業に使用する除雪機購入に対する補助
を行う。

上田・丸子・武石地域 限度額300千円
真田地区 限度額600千円

公衆浴場経営活性化事業補助金

太陽光発電システム、太陽熱高度利用システムの新エネル
ギー活用施設の設置に対して補助を行う。

太陽光 1kwあたり26,000円 4kw上限
太陽熱 30,000円（定額）

公衆浴場上水道料金補助金
公衆浴場下水道料金補助金
公衆浴場経営安定化事業補助金
公衆浴場設備改善事業補助金

・地域や世代間の交流促進事業
・別所線利用促進のためのセット券販売等

当面は直営による施設管理、毎月第2・4月曜日休館、10時
から22時まで開館、利用料一般500円、岩盤浴500円、足湯
無料、年間利用者数200,000人（見込）うち岩盤浴11,800人

公衆浴場に対する各種補助金の計上

・健康増進事業
月替わりの香りの露天風呂の実施
生きがいづくりの会の開催
リラクゼーション講座の開催

相染閣の管理運営
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

衛生費 生活環境 雨水貯留施設設置費補助金 生活環境課 1,000 ○

補助率 1/2
・
・

環境整備事業補助金 生活環境課 1,000 ○

うえだ環境市民会議補助金 生活環境課 100 ○

◎ 地域新エネルギービジョン策定事業 生活環境課 5,765 ○

・
5,000 千円

合併処理浄化槽設置補助金 生活環境課 15,806 ○

飼犬管理事業 生活環境課 3,378 ○

バースコントロール事業補助金 生活環境課 518 ○ 6月・10月の動物愛護月間中に犬猫の避妊手術を受けた飼
主に、オス 3千円、メス 5千円の補助を行う。

新エネルギーの導入、普及啓発を図るためのビジョンを策
定

新エネルギー策定業務委託料

合併処理浄化槽設置補助

12年度から犬の登録と狂犬病予防注射事務が、自治事務
として県から委譲されたことによる必要な事務的経費

500ℓ未満 限度額30,000円
500ℓ以上 限度額50,000円

上小漁協が行う河川の美化保全活動に対する補助

市民、事業者、市の協働による環境保全活動の推進

雨水の流出抑制と有効利用を図るため、雨水貯留施設の
設置に対して補助を行う。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

衛生費 生活環境 ＩＳＯ１４００１推進事業 生活環境課 1,850 ○

・ 古紙ﾘｻｲｸﾙ手数料 1,184 千円

ダイオキシン類等環境調査事業 生活環境課 1,507 ○

◎ 一般廃棄物処理業等合理化事業 生活環境課 60,000 ○

・ 20,000千円×3台

広域連合負担金 生活環境課 793,769 ○
・ 清浄園費負担金 443,458 千円
・ 清浄園費交付税配分金 285,665 千円
・ 斎場費負担金 64,646 千円

公営企業支出金 生活環境課 169,936 ○

【歳入】 【歳入】
ごみ指定袋等広告掲載事業 廃棄物対策課 650 ○

資源物回収促進交付金 廃棄物対策課 51,354 ○

広域連合負担金

水道事業会計負担金

ごみ指定袋、資源物回収カレンダーに有料広告を掲載す
る。

紙類・布類・缶・びん類の分別収集を実施し、資源物回収に
協力している自治会等への還元金の計上。また、売却金が
低迷した場合の最低保証を2円／㎏に設定する。

環境マネジメントシステムを維持・継続するシステム運営費
やリサイクル手数料を計上

大気、河川、土壌等に含まれるダイオキシン類について、状
況把握のための調査を行う。

下水道の整備等により、業務の縮小又は廃止を余儀なくさ
れるし尿・浄化槽汚泥収集運搬業者に対して交付金を交付
し、収集運搬車を減車する
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

衛生費 生活環境 資源物回収処理委託 廃棄物対策課 144,710 ○

指定袋製作配送委託料 廃棄物対策課 81,449 ○
・
・
・
・

20,228 ○

廃棄物対策課 1,500 ○

☆ ごみ減量化機器等購入費補助金 廃棄物対策課 7,410 ○

・
・
・

ごみ収集処理委託 廃棄物対策課 532,165 ○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 焼却灰等処理委託料

不燃ガラス処理委託料
危険・有害ごみ回収業務委託料
剪定枝木類再資源化委託料
危険ごみ処理委託料

廃乾電池・廃蛍光管運搬処理委託料
廃乾電池・廃蛍光管分別保管委託料

廃プラスチック処理委託料
不燃物残渣運搬委託料

生ごみ処理機 ＠30,000×225基
ごみ減量化基材 ＠200×1,800基

ごみ収集委託料
不燃物減量処理委託料

資源物回収用具収納施設設置費補助
金

資源物回収所の維持管理の適正化及び回収用具等を収納
する設備の充実を図る。

生ごみをたい肥化することにより、土に還元させることでご
みの減量を図る。

生ごみたい肥化容器 ＠3,000×100基

ﾌﾟﾗﾏｰｸ付ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ用ごみ指定袋 大・小 合計2,690,000枚
燃やせないごみ指定袋 大・小 合計960,000枚

処理手数料収納委託料

古紙・古布、缶、びん、ペットボトルの回収処理委託料

有料指定袋の製作配送委託料
家庭用燃やせるごみ指定袋 大・中・小 合計5,300,000枚
事業者用燃やせるごみ指定袋 合計160,000枚
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

衛生費 生活環境 ごみ集積所設置費補助金 廃棄物対策課 1,100 ○

廃棄物対策課 19,964 ○

最終処分場浸出水運搬委託 廃棄物対策課 6,426 ○

広域連合負担金 廃棄物対策課 614,388 ○
・
・
・

労働費 産業・経済 勤労者退職金共済掛金補助金 商工課 16,888 ○

勤労者互助会補助金 商工課 3,190 ○

商工課 135,000 ○
100,000 千円

35,000 千円
勤労者生活資金融資預託金

一人当たり 3年間共済掛金を補助
月額 700円

勤労者互助会員の福利厚生活動の向上に対する補助

勤労者住宅建設資金・生活資金融資
預託金

勤労者住宅建設資金融資預託金

クリーンセンター費負担金 443,374千円
クリーンセンター費交付税配分金 139,592千円
ごみ処理広域化推進事業費負担金 31,422千円

勤労者退職金共済掛金補助交付金交付要綱に基づく補助

処理見込量 585トン

下室賀最終処分場内の浸出水を、クリーンセンター焼却炉
の冷却水として使用するための運搬業務委託

処理見込量 5,440トン

広域連合負担金

集積所の維持管理及び環境美化への取組みの促進を図
る。

上田クリーンセンター焼却灰リサイク
ル事業

下室賀最終処分場の延命化のため、焼却灰のリサイクル
処理を民間企業に委託する。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

労働費 産業・経済 若者就職支援事業委託 商工課 360 ○

◎ 若者自立支援事業委託 商工課 360 ○

職業相談事業 商工課 3,213 ○

商工課 1,063 ○

就職支援セミナー負担金 商工課 1,254 ○

上小高等職業訓練校補助金 商工課 4,718 ○

共同福祉施設管理運営事業 商工課 4,381 ○

勤労者福祉センター管理委託料 商工課 13,646 ○

勤労者のための福利厚生施設「サンワーク上田」の管理運
営

勤労者福祉センターの管理運営を上小労働者福祉協議会
に委託する。

人材育成インターンシップ推進事業負
担金

将来の産業界を支える人材の育成を図るため企業等の現
場で実務経験を行うインターンシップ制度の推進を支援す
る。

失業者等の就職活動支援

訓練生の養成及び成人訓練の実施により技能の向上を図
る。

フリーター、ニートと言われる若年未就業者に対する自立支
援

若者サポートステーションで臨床心理士によるカウンセリン
グを実施する。

駅前ビル内の「パレオ」職業相談室の賃借料、及び共益費

61



◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

労働費 産業・経済 青少年ホーム各種講座等事業 商工課 1,843 ○

市民プラザ・ゆう各種講座等事業 人権男女 959 ○
共同参画課

農水費 産業・経済 農業委員会 851 ○

農政課 4,124 ○

農政課 21,049 ○

◎ 農政課 6,000 ○ 露天風呂等増築工事実施設計業務委託

◎ 新規就農希望者用パンフレット作成 農政課 194 ○

農政課 900 ○

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

農地基本台帳システム土地データマッチング処理業務
委託

農地情報管理システム保守等委託

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

各種講座等の開催

各種講座等の開催

「巣栗渓谷緑の広場」の管理運営を武石開発公社へ委託

農林漁業体験実習館
露天風呂等増築工事実施設計

アグリサポート支援事業補助金

巣栗渓谷緑の広場管理運営委託

新規就農者を確保するための各種支援策を盛り込んだパ
ンフレットの作成

農林漁業体験実習館等施設管理運営
委託

ささらの湯等の管理運営を(財)上田市地域振興事業団へ委
託

農業者の農繁期における労働力の確保や認定農業者等の
担い手農家が、経営規模の拡大を図るにあたっての労働
力の確保や新規就農希望者の育成

62



◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 農政課 10,000 ○

・ 3年以上6年未満
・ 6年以上10年未満
・ 10年以上

農政課 3,000 ○

・ 補助率1/2以内

農業支援センター交付金 農政課 12,220 ○

・ 5,500千円
・ 6,720千円

☆ 農政課 8,476 ○

・

農政課 30,242 ○

農政課 2,016 ○

［陣場地区］
・
・
・

認定農業者へ農地の利用集積を促進し、農地の効率化を
図るとともに、規模の拡大を生かした経営体の育成を図る。

中山間地域の農地荒廃に歯止めをかけるため、国が実施
する「耕作者に所得補償をする直接支払」の制度に基づく
交付金

ワイン用ぶどう栽培を行う農業生産法人への補助
平成20年度末で造成地へのぶどうの定植は、21haが完了
21年度は水路工事等（市単独）を実施

遊休荒廃地対策活動報償
水路工事等
交付金事業補助金等

8,000円以内/10ａ
13,000円以内/10a
23,000円以内/10a

平成21年度 策定業務委託（現況分析、意向調査等）

農業支援センター各活性化委員会等の地域活性化事業に
対する補助

農業振興に携わる農業関係機関が一体となり特色ある地
域農業の推進を図るための交付金

営農活性化委員会補助
専任推進員設置経費

農振法に基づく上田市農業振興地域整備計画の見直しを
行うための経費（平成23年度策定予定）

農地流動化促進奨励補助金

農村地域活性化支援事業補助金

中山間地域農業直接支払交付金

農山漁村活性化プロジェクト支援交付
金事業

上田市農業振興地域整備計画策定業
務
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 ☆ 農政課 1,500 ○

・

農政課 360 ○

・
・
・ 補助率3/10以内

◎ 農政課 250 ○

・

・

農政課 1,527 ○

・ 農ポリ 165.0ｔ
・ 農ビ等 32.5ｔ
・ 育苗類・コンテナ類 13.0ｔ
・ きのこビン等 6.5ｔ
・

生産調整推進事業補助金 農政課 18,252 ○

13,892 千円
3,050 千円
1,000 千円

310 千円

補助率1/3以内

野菜生産ほ場（約200ha）及び果樹生産ほ場（約20ha)の
土壌診断に対する補助

ぶどう（シナノパープル、シャインマスカット等）

土壌診断により適正な肥培管理を行うことで、過剰施肥に
よる生産コストの上昇を抑制し、低コスト生産と環境保全型
農業を推進する。

10aあたり35千円の補助

遊休荒廃地の解消及び解消後の利用に係る経費補助
多様な主体の参画を促進するため、平成21年度から交付
対象を拡大（認定農業者等）

遊休荒廃地及び今後荒廃する恐れがある果樹園に対し、
園を整備し、果樹（りんご、ぶどう）を植えるもの。

りんご（秋映、シナノスイート、シナノゴールド）

◇上田地域

農業用廃プラスチックの適正処理を推進するため、その運
搬費について補助を行う。

補助率1/2以内

◇真田地域

施肥体系確立事業補助金

農業用廃プラスチック回収処理体制
確立事業補助金

◇武石地域

実施計画の集約、現地確認野帳作成など生産調整事務に
対する補助

◇丸子地域

果樹産地再活用支援事業補助金

遊休荒廃農地活性化対策事業
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 農政課 10,777 ○

・ 補助率4/10以内

☆ 農政課 13,829 ○

・ 補助率2/10以内

○

農政課 3,000 ○

・

◎ 外来魚対策看板製作委託 農政課 625 ○

☆ 農政課 750 ○

・

農政課 8,192 ○ H20年度までは、管理運営を(財)上田市地域振興事業団へ
委託していたが、H21年度から花き苗の供給を行う育苗部
門をJA信州うえだに移管することとし、リンドウの親株保
存、うえだみどり大根の固定化などを行う研究部門につい
て市の直営で運営していくための経費

優良品種導入時のパテント料負担を軽減し、新品種の生産
拡大を図る。（えのき・しめじ分）

補助対象範囲の拡大
農業バイオセンター育苗部門のJAへの移管に伴い、トルコ
ギキョウとスターチスを新たに補助対象とする。

（グラジオラス、シャクヤク、リンドウ、カーネーション）

水田営農推進機械施設等導入事業補
助金

農業生産組織等を組織し、必要となる生産、収穫、販売等
に必要な機械、施設等を購入するための導入経費補助

花き苗購入補助
指定12品目から各地域4品目を選定し補助する。

補助率1/2以内

外来魚を採捕した者に対し、河川・湖沼・又は連続した水域
に再び放さないようにするための看板を製作する委託

漁業資源の確保・増大を図るための、上小漁業協同組合が
実施する稚魚の特別放流事業に対する補助

H21年度は千曲川のほか丸子地域（依田川）での放流分
を新たに助成対象とする。

農業バイオセンター管理運営事業

花き産地強化推進事業補助金

きのこ産地強化推進事業補助金

内水面総合振興事業補助金
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 農業近代化資金利子補給事業補助金 農政課 833 ○

農業経営基盤強化資金利子補給事業補助金 農政課 3,724 ○

農政課 238 ○

・ 借入金利子の1/3

家畜自衛防疫事業補助金 農政課 1,436 ○
・ 畜舎消毒事業補助 1/2以内
・ 予防注射事業補助 2/10以内
・

農政課 110 ○

・ 市町村割 30 千円

・ 戸数割 (10戸) 80 千円

◎ 陣場畜産基地用地購入 農政課 3,180 ○

・ 用地取得 A=5,814m
2

牧場草地整備事業補助金 農政課 300 ○

・

菅平高原で牧場を経営する組合において、草地の整備改
良を実施し、飼料自給率の8%以上の向上を目指す取組に
対する補助

Ｈ17年の野菜価格低迷による農業経営安定資金融資に対
する利子補給(平成22年度終了）

上小家畜畜産物衛生指導協会負担金 5千円

（上小４市町村戸数に応じて負担）

酪農経営安定化及び後継者育成に向け、ヘルパー事業の
支援を行い、酪農家の休日を確保しゆとりある酪農経営を
目指す。

農業近代化資金融資に対する利子補給

農業生産安定対策利子補給事業補助
金

上小酪農ヘルパー利用組合補助金

事業費の20%を須坂市と1/2ずつ按分

予防接種、畜舎消毒等自衛防疫事業に対する補助

農水省との協議に基づき用地の取得を進めてきたが、相続
財産管理人が決まり、抵当権者等との調整も進んで取得の
見込みがついたことによる畜産基地の用地購入費

農業経営基盤強化資金融資に対する利子補給

66



◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 農政課 1,851 ○

・ 補助率2/10以内

◎ 農政課 580 ○

・
・

☆ 農政課 2,661 ○

◎ 農産物直売加工施設 農政課 27,710 ○
「あさつゆ」増築工事

・
・ 直売所増築工事
・

都市農村交流推進事業 農政課 1,491 ○
・
・

市民農園事業 農政課 770 ○

畜産経営の安定化を図るため、畜産農家が加入する各種
畜産物価格安定制度の掛金への補助

畜産経営安定対策事業補助金

うえだみどり大根等普及促進事業

上田地産地消推進会議負担金

PR用パンフレット作成

農産物直売加工施設「あさつゆ」の売り場の増築、加工室
改修、搬入棟新設工事

備品購入（農産物展示台）購入

実施設計業務委託

上田地域の特産品としての「うえだみどり大根」や「山口大
根」を地域ブランド化するための取組

上田地産地消推進会議を中心として、安全安心な農産物の
供給体制の確立と実践的な活動への負担金

東山りんごオーナー事業

うえだみどり大根等栽培経費補助
補助率1/2以内

都市と農村の交流を深めることにより、地域活性化を図る。

稲倉棚田保全委員会補助金など

非農家に農地を提供し、農業体験と農業への啓発を図る。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 生活環境 公営企業支出金 農政課 1,112,281 ○

705,489 千円
102,219 千円
118,035 千円
186,538 千円

農水費 産業・経済 ゆきむら夢工房管理運営委託 土地改良課 22,752 ○

☆ 県単土地改良事業補助金 土地改良課 6,520 ○
3,520 千円
3,000 千円

県営土地改良事業負担金 土地改良課 ○

35,946 ・
9,380 ・

3,600 千円 負担率：30%
5,780 千円

7,700 ・
12,600 ・
1,500 ・

24,375 ・

9,750 ・

特定管水路等整備事業（尾野山地区） 負担率：15%

◇真田地域
◇丸子地域
◇上田地域

公営企業（農業集落排水事業会計）への補助金

◇武石地域

活性化施設の管理運営委託

◇武石地域

中山間総合整備事業(内村地区） 負担率：15%～25%

ため池等整備事業（北原大池） 負担率：35%

◇上田地域

県単土地改良事業（水路改修等）
◇上田地域
◇丸子地域

県が事業主体となり実施する農道・用排水路・ため池等土
地改良施設の整備に対する負担

県営農道保全対策事業(塩田平地区）
田園整備事業（上田青木地区） 負担率：25%

かんがい排水事業（塩川地区） 負担率：15%

中山間総合整備事業（武石地区） 負担率：15～25%

事業費
アロケ単独分

◇丸子地域
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 県営土地改良事業 土地改良課 17,880 ○

・
・ 情報発信作成委託
・ 交流館備品購入
・ 管理運営委託

◎ 県営中山間地域総合整備事業 土地改良課 5,250 ○
［稲倉棚田地区］

◎ 県営ため池等整備事業 土地改良課 5,000 ○
［藤原田地区］

・

◎ 土地改良課 5,374 ○

・ 補助率：15%
神川左岸地区 1,874 千円
塩田揚水機場地区 300 千円

・ 補助率：80%
南線地区（単独分） 3200 千円
（採択概要書作成）

土地改良課 2,690 ○

事業概要書作成委託

稲倉棚田地区の土地改良施設整備や周辺環境整備のた
めの農村振興基本計画の作成業務委託

水路の断面不足及び老朽化による溢水、漏水により下流農
地に被害を及ぼし営農に支障をきたしているため平成22年
度採択に向けた申請準備作業

交流館消耗品購入

「上田市塩田の里交流館」内の情報、語り、体験、会議の間
等の整備と維持管理費

農業用水水源地域保全対策事業

県営基幹水利施設ストックマネジメン
ト事業

修繕等が必要なため池・水路等を機能診断し、機能保全計
画を作成するための補助
施設診断の結果に応じた機能保全対策への負担

農業用水の安定供給に資する取水施設の調査及び頭首工
台帳の作成
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 ☆ 土地改良区等経常経費補助金 土地改良課 7,400 ○

・
・

市営土地改良事業 土地改良課 36,000 ○

上田 23,100 千円
丸子 4,700 千円
真田 4,300 千円
武石 3,900 千円（基金から一部充当）

農地保全対策事業 土地改良課 112,477 ○

上田 54,410 千円
丸子 23,457 千円
真田 19,200 千円
武石 15,410 千円（基金から一部充当）

電源立地地域対策交付金事業 土地改良課 5,500 ○

唐沢地区ほ場整備補助金 土地改良課 2,500 ○

◇丸子地域
◇真田地域
◇武石地域

依田川、八重原土地改良区（新規追加）
塩田平、川西、神川沿岸土地改良区、合同事務所

市で行う農道整備、水路改修等に係る事業費及び関係経
費

土地改良区への運営費補助 （H21年度から受益面積、組
合員数を基とした補助基準を作成し補助する）

市で行う農道整備、水路改修等に係る工事及び自治会、水
利組合等で行う農道整備、水路改修等に係る補助等関係
経費

◇武石地域

◇上田地域

◇丸子地域
◇真田地域

◇上田地域

発電所の影響を受ける郷仕川原地区の水路等の改修

平成14年より開始された砂利採取事業に併せてほ場整備
を実施する。ほ場整備により耕作規模の拡大を図る。
補助率：70% 地元：30%
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 ☆ 土地改良課 5,943 ○

11 地区
2 地区

☆ 土地改良課 3,720 ○

基盤整備促進事業 土地改良課 5,600 ○

☆ 2,837 ○

ふるさと農道緊急整備事業 土地改良課 50,400 ○

・

地籍調査事業 管理課 25,326 ○

◇上田地域
◇丸子地域

◇丸子地域
◇上田地域

老朽化の進む土地改良施設を、計画的な資金積み立てに
より修繕し、農業用水の安定供給を図る。

農業用水路の改修
◇上田地域 欠口用水地区

元気な地域づくり交付金事業

小沢根地区負担金

◇丸子地域 南方地区

茂沢地区には国道254号線しかなく、集落間を結ぶ農道を
整備し農耕車両の通行の安全を図る。

農地・水・環境保全向上対策交付金

土地改良施設維持管理適正化事業

依田川沿岸土地改良区が管理する上堰用水路において
老朽化が激しく漏水している箇所を改修し、下流への用
水の安定供給を図る。

地籍調査を実施し、公図の修正、土地境界に関する紛争の
防止を図るとともに公租・公課の公平化を図る。

◇武石地域

川西揚水機地区補助金
依田川地区補助金（新規）

地域の農地・水・農村環境の保全と質的向上を図るために
行う、地域ぐるみの活動を支援する。

農道新設改良工事 L=300m、用地買収補償1式

用排水路付帯工事
補償（電柱移設、水道移設）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 信州上小森林組合補助金 森林整備課 6,134 ○

◎ 森林景観保全事業 森林整備課 21,000 ○
［緊急雇用創出事業］

別所温泉農林産物販売施設改修事業 森林整備課 880 ○

森林整備課 3,867 ○

森林整備課 1,730 ○

森林整備課 10,630 ○

森林整備課 5,280 ○

森林整備課 1,570 ○

市有林整備事業 森林整備課 33,081 ○

別所温泉森林公園管理委託

鳥獣被害防止防護柵設置事業

有害鳥獣駆除対策事業補助金

鳥獣被害防止施設設置補助金

農作物に被害をもたらすカラス・イノシシ等有害鳥獣駆除を
行う有害鳥獣駆除対策協議会等に対する補助

鳥獣被害防止緩衝帯整備委託 野生鳥獣の温床となっている荒廃森林や荒廃農地を対象と
した、藪払い・除伐等の環境整備

イノシシ、シカなどによる農作物への被害を防止するため電
気柵等を設置した者への補助（補助率3/10以内）

信州上小森林組合が森林・林業施設を総合的計画的に実
施するため、必要な指導事業、職員の確保・育成等の整備
を図るための補助金

イノシシ、シカなどによる農作物への被害を防止するために
設置する防護柵の原材料支給

緊急雇用創出事業として、松くい虫被害木薫蒸処理材の山
林内からの撤去及び市有林内支障木の刈払い作業、市有
林境界周辺の保全整備等の委託

別所温泉農林産物販売施設の売り場拡張に伴う外壁取り
付け工事

別所森林公園の管理を信州上小森林組合へ委託業務

市有林の健全育成のため、作業路開設により間伐を中心と
した森林整備の促進
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 流域育成林整備事業補助金 森林整備課 5,044 ○

・

森林整備地域活動支援事業 森林整備課 6,024 ○

2,875 千円
420 千円

2,079 千円
650 千円

☆ 間伐対策事業 森林整備課 4,000 ○

森林整備課 1,650 ○

4,200 ○

松くい虫防除対策事業 森林整備課 128,810 ○

30,918 ○

地域で進める里山集約化事業補助金
（長野県森林づくり県民税活用事業）

みんなで支える里山整備事業補助金
（長野県森林づくり県民税活用事業）

松林保護樹林帯造成事業
補助金

松くい虫の被害拡大を防止するためアカマツの皆伐を行い
他の樹種の植栽を行う樹種転換事業を実施する者に対して
の市嵩上げ分

伐倒駆除、空中薬剤散布、地上薬剤散布、樹幹薬剤注入
等による松くい虫の防除対策

里山整備に対して自治会・林業団体等が事業主体となり、
森林所有者から間伐整備の同意等の取りまとめ活動に対
する支援事業

森林整備に関する地域活動に対して交付金を交付し、森林
所有者等による計画的、一体的な森林施行の確保を図る。

◇上田地域

アカマツ林の間伐における枝条処理に要する経費（これま
でのビニール被覆に代えて、細断、残置の方法で実施す
る）

◇丸子地域
◇真田地域
◇武石地域

事業費×10％（嵩上げ補助）

私有林の間伐事業に対する補助金（国県補助金は、県から
直接事業主体に交付）

みんなで支える里山整備事業（9/10国・県補助）に対して、
市嵩上げ補助（1/10）を行う。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

農水費 産業・経済 造林事業債務負担償還金 森林整備課 35,895 ○
17件 31,362千円
7件 3,179千円

11件 1,354千円

林道整備・維持・治山事業 森林整備課 30,000 ○
・

・
・

自然･文化 ◎ 森のエネルギー推進事業 森林整備課 250 ○

・ 5台

森の里親促進事業 森林整備課 400 ○

森林整備課 1,456 ○

・

森林整備課 300 ○

100 千円
100 千円
50 千円
50 千円

美ヶ原高原植生回復事業

みどりの少年団活動事業費補助金

レンゲツツジの挿し木、栽培、植生管理に伴う作業

治山事業工事費等

林道の整備及び維持管理
林道舗装改良等工事

◇上田地域 林道整備（三ツ頭線ほか）
◇丸子地域 林道整備（所沢線ほか）

ペレットストーブ・ボイラーの導入を促進し、県産材の利用と
地球温暖化の防止による循環社会の構築を目指すもの

ペレットストーブ購入費補助

◇上田地域
市有林造林事業の借入金への償還

イオン財団との里親契約はH20年度で終了したが、植栽地
の下刈作業等を実施する。

◇武石地域 1団体

自然に学び、地域のみどりを守る「みどりの少年団」に対し
ての活動補助（6団体）
◇上田地域 2団体
◇丸子地域 2団体
◇真田地域 1団体

林道維持管理委託料等

◇丸子地域
◇武石地域

美ヶ原高原の自然環境を守るためのレンゲツツジの育成を
行う。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

商工費 産業・経済 上田の物産と観光展負担金 商工課 1,142 ○

Ｈ21＝14回を予定

中心商店街空き店舗活用補助金 商工課 4,499 ○
(魅力ある商店街づくり事業）

・
・

松尾町アートギャラリー 600 千円 (家)
幻灯舎 613 千円 (家)
インターネット広場 598 千円 (家)
共同作業所ぽけっと 900 千円 (家)
エコタクステーション 288 千円 (家)
その他(丸子地域) 500 千円 (家)
その他(丸子地域) 1,000 千円 (改)

中心市街地活性化支援事業補助金 商工課 2,500 ○

◎ 商工課 6,000 ○

150 ○

丸子地域産業祭開催補助金 商工課 3,000 ○

商店街振興組合等が出店者に行う家賃補助（率1/2）の1/2
相当額を商店街振興組合に補助する。

丸子地域の地域活性化を図る「げんき丸子産業フェスタ」に
対し補助をする。

改修費助成率1/3以内 年額3,000千円限度

商工会議所が行う中心市街地活性化事業への補助金

中心市街地活性化出店支援事業補助
金

商店街振興組合等が誘致した出店者に対して、空き店舗改
修費用の1/3（上限3,000千円）を補助する。

姉妹都市等で物産品の紹介と販売を行い、地場産業の振
興を図る。

中心商店街の活性化を図るため、年間を通して商店会等が
空き店舗を借上げ、催し等集人対策を実施するための賃借
料、改修費について助成する。

家賃助成率1/2以内 年額2,000千円限度
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

商工費 産業・経済 技術研修センター管理委託 商工課 11,136 ○

上田地域総合産業展補助金 商工課 3,500 ○

国際規格審査登録支援事業補助金 商工課 3,900 ○

・
上田地域 2,700 千円
丸子地域 1,200 千円

販路拡大支援事業補助金 商工課 1,700 ○

・
上田地域 12件
丸子地域 5件

新技術開発支援事業補助金 商工課 20,000 ○

・

新産業創出グループ支援事業 商工課 1,000 ○

・

AREC負担金 商工課 10,000 ○ （財）上田繊維科学振興会によるARECの運営事業に対す
る負担金

新技術の開発や新産業の創出に取組む中小企業者に対
し、研究開発に要する経費の一部を補助する。

研究開発費の1/2以内 3,000千円限度

新技術・新製品等の開発に共同で取り組む中小製造業者
に対し、研究開発に要する経費の一部を補助する。

補助率1/2以内 500千円限度

市内の中小企業が新規にＩＳＯの審査登録をするために要
する経費に対し補助をする。

登録経費の1/2以内 300千円限度

中小製造業者等を支援するため、見本市等への出展経費
の一部を補助する。

出展経費の1/2以内 100千円限度

上田市地域振興事業団へ管理運営を委託する。

地域産業の強みの再認識や産学官の連携、交流を促進
し、産業の振興を図る「上田地域総合産業展」に対し補助を
する。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

商工費 産業・経済 商工業振興助成事業 商工課 127,244 ○ 【上田地域】 工場等設置（増設・移設）事業助成金

【丸子地域】 企業立地促進条例助成金

ものづくり教育推進事業 商工課 1,000 ○
（産学官連携推進支援事業）

商工業団体育成事業 商工課 58,841 ○
・ 15,581千円
・ 2,708千円
・ 125千円
・ 260千円
・ 286千円
・ 5,883千円
・ 1,805千円
・ 2,400千円
・ 400千円
・ 4,100千円
・ 300千円
・ 11,113千円
・ 7,000千円
・ 6,800千円
・ 80千円

☆ 中小企業金融対策事業 商工課 4,245,600 ○

・ 融資預託金
・ 融資信用保証料
・ 融資利子補給補助金 45,600千円

武石工業振興会補助金

中小企業融資要綱に基づき、中小企業の融資を確保する。

4,000,000千円
200,000千円

丸子工業振興会補助金
丸子商工会補助金
真田商工会補助金
武石商工会補助金

上田市商店会連合会補助金
商店街イベント開催事業補助金
上田商業２１世紀会補助金
地域経済活性化事業補助金

長野県中小企業団体中央会補助金

上田紬織物協同組合補助金
長野県農民美術連合会補助金
装飾街路灯電気料補助金

商工業団体等に対する補助金
上田商工会議所補助金
小規模経営指導事業補助金

用地取得事業助成金

工業振興条例奨励金

産学官連携による小中学生等が「ものづくり」への見識や地
元企業・地場産業への関心を高め、地域内への就業や人
材育成につなげるための支援。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

商工費 産業・経済 池波正太郎 2,000 ○
真田太平記館

835 ○

信州上田観光大使事業 観光課 363 ○

旅行会社誘客・受入業務委託 観光課 3,500 ○

◎ 観光パンフレット製作業務委託 観光課 2,000 ○

上田城千本桜事業 観光課 22,178 ○

・ 2,090千円
・ 13,734千円

・ 5,044千円
・ 1,310千円

信州・広域連携プロジェクト負担金 観光課 1,200 ○

観光ガイド業務委託

NHK大河ドラマ「天地人」の放映を機に、関係する自治体と
の連携により、観光キャンペーンを実施する。

千本桜ライトアップ設置・撤去・監修委託

上田城千本桜観光宣伝事業
(上田観光コンベンション協会負担金)

駐車場管理運営委託

首都圏等に住む上田出身者を観光大使に任命し、上田の
観光情報等を広く宣伝していただく。

スムーズな情報発信及び誘客促進を図るため、産業開発
公社に観光客受入業務等を委託する。

インバウンドを推進するための外国語版パンフレットと新上
田市全域の観光パンフレットを作成する。

上田城千本桜をＰＲし、ブランド化することで誘客をはかり、
地域への経済波及効果を目指す。

大阪城・上田城友好提携記念事業
特別企画展の開催

池波正太郎真田太平記館管理運営事
業

収蔵資料保存事業
収蔵資料レプリカ作成
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

商工費 産業・経済 観光宣伝事業 観光課 14,923 ○
・ 8,190千円
・ 4,533千円
・ 1,200千円
・ 1,000千円

48,045 ○
・ 26,576千円
・ 1,280千円
・ 6,050千円
・ 7,563千円
・ 6,576千円

観光施設管理事業 観光課 119,333 ○
・ 2,876千円
・ 29,122千円
・ 3,000千円
・ 3,500千円
・ 23,100千円
・ 16,690千円
・ 9,873千円
・ 6,005千円
・ 2,428千円
・ 22,739千円

観光施設整備事業 観光課 53,980 ○
・
・

真田 ・
・

菅平高原根子岳登山道避難小屋修繕工事
菅平高原国際リゾートセンター外壁等改修工事
鹿月荘改修工事

施設改修工事
菅平湿原遊歩道木道修繕工事

雲渓荘管理運営委託
番所ヶ原ｽｷｰ場管理運営委託
観光会館管理料（直営分）
その他施設管理、保守点検委託

鹿教湯温泉交流センター管理運営委託

丸子物産館管理運営委託
サニアパーク維持管理業務委託
うつくしの湯管理運営業務委託

その他負担金

観光施設管理委託料
塩田の館管理委託
鹿教湯健康センター管理運営委託

上田観光コンベンション協会負担金

武石観光協会負担金
丸子観光協会観光活性化事業負担金

新幹線上田駅観光案内負担金

別所温泉旅館組合・観光協会補助金

国内会議開催補助金
武石温泉施設利用補助金

観光協会等負担金

各種団体への観光宣伝事業に対する補助
菅平高原観光協会補助金
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

商工費 産業・経済 市民まつり等負担金 観光課 30,968 ○
○
○
○
○ 2,500千円

☆ ○ 4,750千円
○ 3,248千円
○
○
○ 600千円

◎ 観光課 12,000 ○

一部事務組合負担金 観光課 1,092 ○

真田 ◎ 真田 2,600 ○
産業観光課

武石 武石 978 ○
産業観光課

土木費 生活環境 土地開発公社貸付事業 公有財産管理課 2,500,000 ○

地域住宅交付金事業 住宅課 73,878 ○
・ 12,015千円
・ 22,327千円
・ 30,445千円
・ 8,091千円
・ 1,000千円

下水道接続（梅が丘48戸）
ガス管布設替（上田原第一105戸）
火災警報器設置（中之条等72戸）

ペイオフ対策としての有効性、公社側発生金利の抑制対策
としての有効性に着目し、土地開発公社への貸付を行う。

市営住宅改修事業
開口部サッシ化（学海30戸）
住棟解体（緑が丘北等36戸）

菅平高原スポーツランド10周年記念
事業

10周年記念イベントを開催する実行委員会への負担金

番所ヶ原スキー場リフト券補助 スキー場利用促進のため、武石地域の住民に対してリフト
券の補助を行う。

温泉地・スキー場地区再生モデル事
業補助金

再生モデル事業の採択を受けた別所温泉地区魅力創生協
議会が策定・実施する事業に対して補助する。

3,500千円

美ヶ原地域行政事務組合負担金

上田花火大会実行委員会負担金

Ｕeda Ｊoint負担金 ほか
丸子納涼花火大会実行委員会負担金

上田真田まつり実行委員会負担金
武石夏祭り実行委員会負担金

真田幸村ロマンウォーク実行委員会負担金

信州上田紅葉まつり負担金

上田わっしょい実行委員会負担金

16,300千円
丸子ドドンコ実行委員会負担金
真田まつり実行委員会負担金
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 上田市住宅プラン策定事業 住宅課 6,040 ○

住宅課 665 ○

住宅課 1,901 ○

・
・

道路台帳保守管理事業 管理課 59,673 ○

上田天神灯の祭典事業 管理課 1,000 ○
・

・

駐車場事業特別会計繰出金 管理課 56,720 ○

交通安全施設整備事業 土木課 ○

260,000
(100,000)

・工事 Ｌ＝180ｍ
・用地 Ａ＝480㎡
・補償 Ｎ＝3棟
・事務費

歩行者の安全確保のための歩道等の整備に要する経費

<交付金事業>
◇小島手塚線（十人工区）

（Ｈ16～22、Ｌ＝560ｍ、Ｗ＝両3.5ｍ）

上田駅お城口広場において、イルミネーション設置・点灯
式・ステージイベントを実施する。
日程：12月1日～1月31日

駐車場事業特別会計への繰出金

補助率：国1/2、市1/2、20年限度
家賃減額補助 7戸分

認定・廃止・変更・道路改良された路線等を道路台帳に反
映させるための業務

上田天神灯の祭典実行委員会負担金

同和地区住宅新築資金等貸付事業特
別会計繰出金

同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計への繰出金

特定優良賃貸住宅供給促進事業 当該制度を利用して建設した賃貸住宅の家主に対して、家
賃と入居者負担基準額との差額を補助する。

上田市住宅プランとして平成20、21年度において「住宅マス
タープラン」及び「市営住宅ストック総合活用計画」を策定す
る。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 交通安全施設整備事業（つづき） 土木課 (90,000)

・工事 Ｌ＝100ｍ
・用地 Ａ＝350㎡
・補償 Ｎ＝5件
・事務費

(50,000)

・工事 Ｌ＝100ｍ
・用地 Ａ＝800㎡
・事務費

(20,000)

・工事 Ｌ＝174.5ｍ
・用地 Ａ＝37㎡
・補償 一式
・事務費

上田 11,000
丸子 3,000
真田 2,000
武石 1,000

道路整備事業負担金 土木課 6,500 ○
(2,500) ・
(2,000) ・
(2,000) ・ 美ヶ原公園沖線

丸子東部インター線他

・委託料 用地・補償

<単独事業>

兼用側溝整備事業負担金
小諸上田線、塩田仁古田線

（Ｈ19～30、Ｌ＝1,480ｍ、Ｗ＝両2.5ｍ）
・委託料 用地・補償

◇西村線
（Ｈ17～21、Ｌ＝450ｍ、Ｗ＝片2.5ｍ）

◇黒坪長島線
（Ｈ19～25、Ｌ＝750ｍ、Ｗ＝両2.5ｍ）
・委託料 用地・補償

◇踏入大屋線（岩下工区）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 道路維持事業 土木課 ○
117,355
(28,447) ・
(80,400) ・
(1,000) ・
(5,639) ・ 除雪機賃借料
(1,869) ・

32,000

30,000
(30,000)

・工事 Ｌ＝800ｍ

上田 70,000
丸子 21,000
真田 19,000
武石 6,000

市道新設改良事業 土木課 ○
150,000
(50,000)

・工事 Ｌ＝300ｍ
・事務費

(50,000)

・工事 Ｌ＝40ｍ

・補償 Ｎ＝3件
・事務費

◇五反田新屋線
（Ｈ13～27、Ｌ＝2,300ｍ、Ｗ＝10ｍ）
・委託料 用地・補償

・用地 Ａ＝1,100㎡

市道の新設及び改良に要する経費
<臨時交付金事業>

◇川原柳豊里線
（Ｈ19～24、Ｌ＝2,500ｍ、Ｗ＝6.5ｍ）

<道路維持事業>
◇小沢根線

（Ｈ19～22、Ｌ＝2,500ｍ、Ｗ＝7.0ｍ）

<単独事業>

除雪、凍結防止剤散布委託
定置式凍結防止剤自動散布機リース料 2基

凍結防止剤散布装置購入

<企業会計負担分工事>

市内の道路維持に要する経費
<除排雪関連経費>

塩カル購入

83



◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 市道新設改良事業（つづき） 土木課 (50,000)

・工事 Ｌ＝1,000ｍ
・事務費

500,500
(48,000)

・工事 Ｌ＝380ｍ
・事務費

◎ (10,000)

・工事 Ｌ＝180ｍ
・事務費

(180,000)

・工事 Ｌ＝470ｍ

・補償 Ｎ＝3件
・事務費

(100,000)

・補償 Ｎ＝4件
・事務費

（Ｈ20～25、Ｌ＝500ｍ、Ｗ＝10ｍ【片2.5ｍ】）
・委託料 用地測量
・用地 Ａ＝2,000㎡

◇上田橋中島線
（Ｈ20～24、Ｌ＝1,540ｍ、Ｗ＝10.25ｍ）
・委託料 用地測量・補償調査

◇国分小岩門線

・用地 Ａ＝1,500㎡

・委託料 用地測量・補償調査

◇材木町線
（Ｈ21、Ｌ＝180ｍ、Ｗ＝10.75ｍ【片3.5ｍ】）
・委託料 測量設計

（Ｈ18～22、Ｌ＝6,600ｍ、Ｗ＝6.0ｍ）

<まちづくり交付金事業>
◇上田橋下堀線

（Ｈ6～21、Ｌ＝1,180ｍ、Ｗ＝10.25ｍ【片3.0ｍ】）

◇丸子北御牧線
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 ◎ 市道新設改良事業（つづき） 土木課 (4,500)

・用地 Ａ＝400㎡
・事務費

◎ (1,500)

・事務費

(48,000)

・工事 Ｌ＝60ｍ
・補償 Ｎ＝3件
・事務費

(52,000)

・工事 Ｌ＝300ｍ
・用地 Ａ＝440㎡
・補償 一式
・事務費

◎ (45,000)

・工事 Ｌ＝900ｍ
・事務費

(6,500)

・工事 Ｌ＝114ｍ
・事務費

（Ｈ17～21、Ｌ＝4,500ｍ、Ｗ＝2.0ｍ）
・委託料 ルートマップ作成

・委託料 用地測量・補償調査

◇中丸子27号線
（Ｈ21、Ｌ＝900ｍ、Ｗ＝2.0～4.0ｍ）

◇依田川ウォーキング道路

◇北向観音線
（Ｈ20～21、Ｌ＝70ｍ、Ｗ＝4.0ｍ）

◇中丸子1号線
（Ｈ19～21、Ｌ＝400ｍ、Ｗ＝6.0ｍ）

・委託料 用地測量

◇久保林認定外道路
（Ｈ21～22、Ｌ＝300ｍ、Ｗ＝2.0～4.0ｍ）
・委託料 道路詳細設計

◇黒坪4号線
（Ｈ21～22、Ｌ＝150ｍ、Ｗ＝6.5ｍ）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 ◎ 市道新設改良事業（つづき） 土木課 (5,000)

・工事
・事務費

131,000
(119,000)

・工事 Ｌ＝700ｍ
・用地 Ａ＝293㎡
・補償 Ｎ＝4件

(12,000)

・工事 Ｌ＝14ｍ

68,000
(49,000)

・工事 Ｌ＝230ｍ
・用地 Ａ＝300㎡
・補償 Ｎ＝4件

(19,000)

・用地 Ａ＝500㎡
・補償 Ｎ＝3件

238,700
(186,000)

・工事 Ｌ＝365ｍ

・補償 Ｎ＝6件

・委託料 用地測量

・用地 Ａ＝1,297㎡

・委託料 測量試験費

〈道路整備事業（単独）〉
◇神畑原峠線

（Ｈ9～22、Ｌ＝1,800ｍ、Ｗ＝10.0～11.0ｍ【片2.5～3.0ｍ】）

（Ｈ19～24、Ｌ＝885ｍ、Ｗ＝9.25ｍ【片2.5ｍ】）
・委託料 用地測量

◇原野地2号線
（Ｈ20～25、Ｌ＝1,230ｍ、Ｗ＝9.25ｍ【片2.5ｍ】）

◇腰越北佐久線支線
（Ｈ19～21、Ｌ＝560ｍ、Ｗ＝7.0ｍ）

〈辺地対策事業〉
◇燕線

〈地方特定道路整備事業〉
◇川辺町国分線

（Ｈ9～22、Ｌ＝900ｍ、Ｗ＝11.0ｍ【片3.5ｍ】）
・委託料 用地測量

◇中丸子27号線 彫刻設置
（Ｈ21、彫刻設置2基）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 市道新設改良事業（つづき） 土木課 (50,000)

・工事 Ｌ＝600ｍ

◎ (2,700)

11,700

◎ 1,800

上田 128,000
丸子 33,000
真田 13,000
武石 11,000

河川用悪水路改修事業 土木課 ○
107,200

(100,000)

・工事 Ｌ＝300ｍ
・用地 Ａ＝400㎡
・補償 Ｎ＝5件

(7,200)

・工事 Ｌ＝80ｍ
（Ｈ20～22、Ｌ＝200ｍ）

◇神科台排水路
（Ｈ18～24、Ｌ＝2,750ｍ【□1,200ｍｍ～□1,400ｍｍ】）
・委託料 用地測量

◇大沢川河川改修工事

・委託料 舗装性状調査・計画策定

<単独事業>

河川及び水路の改修に要する経費
〈水路改修事業（単独）〉

・委託料 橋梁調査・カルテ作成
・N＝866橋

<市道舗装補修・調査計画策定事業（単独）>
（Ｈ21～23、L＝984.5ｋｍ）

（Ｈ21～26、Ｌ＝136ｍ、Ｗ＝12.0ｍ【両2.5ｍ】）
・委託料 測量設計

<橋梁長寿化調査（単独）>
（Ｈ19～22、Ｎ＝1,064橋）

◇上武石沖線
（Ｈ18～21、Ｌ＝4,500ｍ、Ｗ＝6.0～6.5ｍ）

◇中丸子22号線
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 河川用悪水路改修事業（つづき） 土木課
上田 7,000
丸子 4,000
真田 6,000
武石 3,000

河川用悪水路維持事業 土木課 ○

上田 10,000
丸子 2,000

◎ 都市計画検討調査事業 都市計画課 2,000 ○

◎ 地域景観整備事業 都市計画課 34 ○

◎ 電線類地中化工事負担金 都市計画課 92,800 ○

・

・
・

施工箇所 市道天神7の3号線他 8路線
施工延長 Ｌ＝1,413ｍ

新市を一体として、都市計画を活かしたまちづくりを進めて
いくため、都市計画道路、用途地域、都市計画区域の見直
し、検討を進めるための調査を行なう。

屋外広告物規制地域において、屋外広告物所有者が行う
除却等の経費に対し、補助金を交付し、除却や改善の促進
を図る。

天神三丁目土地区画整理事業住宅地区内で実施する電線
共同溝工事に対する負担金

地区計画と積水ハウスのまちづくりの基本理念により、景
観や質の高い住環境、都市防災の観点から無電柱化を
図り、中部電力の地中線工事と架空線工事費相当額との
差額を負担する。

<単独事業>

河川及び水路の維持に要する経費

<単独事業>
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 街路整備事業 都市計画課 ○
510,000
(75,000)

・工事 Ｌ＝180ｍ

・事務費

(62,000)

・工事 Ｌ＝160ｍ

・事務費

(295,000)

・工事 Ｌ＝180ｍ
・用地 Ａ＝560㎡
・負担金 Ｎ＝1件
・補償 Ｎ＝3件
・事務費

(78,000)
・負担金 Ｎ＝1件

6,000
(6,000)

・負担金 Ｎ＝3件

公営企業支出金 都市計画課 3,168,099 ○

（Ｈ15～26、Ｌ＝700ｍ、Ｗ＝6ｍ）

公共下水道事業会計への補助金

・委託料 補償算定、不動産鑑定ほか

◇櫓下泉平線（単独）

<街なみ環境整備事業>
◇柳町紺屋町線

（Ｈ15～21、Ｌ＝276ｍ、Ｗ＝16ｍ）

・補償 中部電力、警察

◇櫓下泉平線
（Ｈ20～23、Ｌ＝120ｍ、Ｗ＝16ｍ）

◇秋和踏入線
（Ｈ15～21、Ｌ＝564ｍ、Ｗ＝16.0ｍ）

・補償 中部電力

◇南天神町常田線

都市計画街路の整備等に要する経費
<まちづくり交付金事業>
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 市街地再開発事業特別会計繰出金 都市計画課 96,739 ○

◎ 公園緑地等管理事業 公園緑地課 2,370 ○

都市緑化推進事業 公園緑地課 13,885 ○

都市公園整備事業 公園緑地課 ○
49,000

(49,000)

・補償 立木補償
・事務費

96,000
(30,000)

・事務費

◎ (66,000)

・事務費

（Ｈ21）
・委託料 不動産鑑定業務委託
・工事 Ａ＝1,700㎡
・用地 Ａ＝1,700㎡

◇神畑公園整備事業
（Ｈ17～21）
・工事 Ａ＝4,900㎡

◇ベルパーク水辺公園整備事業

（Ｈ16～22）
・工事 Ａ＝10,000㎡
・用地 Ａ＝4,921㎡

<まちづくり交付金事業>

花、肥料、資材の支給等により、住民との協働で花と緑のま
ちづくり事業を推進する。

都市公園の整備・新設に要する経費
<公園整備事業>

◇信州国際音楽村周辺公園整備事業

市街地再開発事業特別会計への繰出金

玄蕃山、山王山、美穂ヶ池等の管理を直営主体から業務委
託へ移行する。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 ☆ 公園遊具整備事業 公園緑地課 5,000 ○

(2,000) ・
(1,000) ・
(2,000) ・

オレンジバス運行費補助金 地域交通政策課 13,065 ○
(6,912) ・
(6,153) ・

地域交通政策課 69,422 ○
(27,599) ・
(10,303) ・
(31,520) ・

貸切代替バス等運行委託 地域交通政策課 4,665 ○
(3,590) ・ ふれあいバス
(1,075) ・ 渋沢バス

デマンド交通運行委託 地域交通政策課 14,228 ○

地域交通政策課 32,078 ○

(5,859) ・

(17,424) ・
(8,512) ・

(283) ・ 委員報酬等

上田市公共交通活性化協議会負担金 事業主体の協議会が「上田市公共交通活性化・再生総合
事業」に基づいて行う実証運行等に対する負担金

上田市公共交通活性化プラン導入支援及び運行評価調
査委託
上田市街地循環バス実証運行
丸子地域循環バス実証運行

丸子線・中仙道線（東信観光バス）
西丸子線・豊殿線・傍陽線・渋沢線（上電バス）

真田地域のバス運行委託料

武石地域のデマンド交通運行委託料

運行経費補助金
西塩田、東塩田、豊殿・神科（上電バス）
城下・塩尻、神川・神科、浦里・室賀（千曲バス）

廃止路線代替バス運行費補助金 生活路線の運行維持に対する補助金
県道川西線・祢津線・武石線（千曲バス）

専門業者による定期点検を行い、修繕及び撤去工事によ
り、遊具事故の防止を図る。

修繕 危険遊具修繕
委託 遊具定期点検
工事 危険遊具撤去、滑り台設置
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 地域交通政策課 8,643 ○
(5,807) ・
(2,836) ・

別所線対策事業 地域交通政策課 81,605 ○
(32,227) ・
(35,068) ・
(14,310) ・

◎ 平井寺トンネル対策事業 地域交通政策課 132,800 ○

・

・ 販売収入 116,200 千円

上田坂城バイパス関連事業 地域交通政策課 6,300 ○
(2,700)

・工事 Ｌ＝10ｍ

(2,700)

・工事 Ｌ＝160ｍ

(900)

・工事 一式

「上田 道と川の駅」整備事業 地域交通政策課 64,580 ○

・
・
・

委託料 実施設計
工事 建築工事一式
負担金 下水道等

◇上半過1号線先遺跡移設工事
（Ｈ21）

国土交通省が整備する施設と併せ、上田市が地域振興施
設を整備し、道の駅建設を行う。
（H20～22）

◇前沢川改修工事
（Ｈ20～21、Ｌ＝80ｍ、Ｗ＝1.2ｍ）

◇下半過農道3路線舗装工事
（Ｈ21、Ｌ＝160ｍ、Ｗ＝2.5ｍ）

長野県道路公社から普通車大口利用券（2割引券）を購入
し、市が1割を補填した上で実質3割引として市民に割引券
を販売する。

平井寺トンネルの無料化が実現するまでの暫定的な対策
（平成30年無料化予定）

上田坂城バイパス整備に伴う河川等整備

別所線の運行経費、設備投資等に対する補助
鉄道軌道輸送高度化事業費補助金（まち交）
別所線安全対策事業費補助金（まち交）
別所線運行経費補助金

上田市公共交通活性化協議会貸付金 協議会に対する国庫補助金相当分の貸付
上田市街地循環バス実証運行
丸子地域循環バス実証運行
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

土木費 生活環境 住宅・建築物耐震改修促進事業 建築指導課 8,100 ○

(600) ・
(1,500) ・
(6,000) ・

◎ アスベスト飛散防止対策事業 建築指導課 9,440 ○

(1,440) ・

(8,000) ・

消防費 生活環境 広域連合等負担金 消防総務課 1,213,239 ○
(1,182,823) ・

(30,416) ・
4,705 ○

583 ○

◎ 消防団運営事業 消防総務課 149 ○

◎ 消防団車両等整備更新事業 消防総務課 12,900 ○

消防広域化研究協議会負担金

上田第8分団が出初式に使用する「はしご乗りはしご」佐渡
市孟宗竹（4間半）の購入

消防団装備の充実強化を図るため、丸子第1分団小型動力
ポンプ付普通積載車（中村）1台と丸子第3分団小型動力ポ
ンプ付軽積載車（深山）1台の更新

消防特別会計負担金
消防費負担金
公債費負担金

消防特別会計交付税配分金

除去工事
補助率＝2/3以内
補助額＝除去面積に22千円を乗じた額で

8,000千円以内とする
1箇所（803㎡）

アスベストを使用している市内の一定規模以上の民間建築
物所有者が行う分析調査及び除去工事に対する補助

分析調査
補助率＝10/10
60千円×24箇所

Ｓ56年以前に建築された民間の木造住宅の簡易耐震診
断、精密耐震診断の実施、耐震改修（補強）に対する補助

簡易診断＝6,000円×100戸
精密診断＝30,000円×50戸
耐震改修＝1,200,000円×10戸×1/2
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

消防費 生活環境 消防団運営交付金ほか 消防総務課 47,418 ○

・
・
・

◎ 消防団詰所整備事業 消防総務課 1,900 ○

・

消防総務課 23,750 ○

・ 上田地域 5台
・ 丸子地域 3台
・ 真田地域 8台
・ 武石地域 3台

消防団無線機整備事業 消防総務課 149,887 ○

・ 半固定型 1基
・ 携帯型 88基
・ 車載型 120基

消防施設整備助成事業 消防総務課 3,700 ○

・
・

自治会が行う消防施設等の新設、修理又は購入等に係る
経費に対する補助 補助率：5/10以内・2.5/10以内

消火栓付属器具購入助成事業
その他消防施設整備助成事業

市防災行政無線にあわせて消防団の通信システムを整備
し、消防団活動の機能強化を図る。

分団の活動拠点となる詰所を計画的に整備するため、塩田
地域自治センター敷地内にある上田第14分団詰所を建て
替える。

消防団積載車の小型動力ポンプ更新
事業

小型動力ポンプについては、消防団装備として10年計画で
更新し、機能を一新し地域防災力の充実を図る。

H21年度は新築工事の実施設計業務委託

交付要綱に基づき消防団運営交付金等を交付し、団の円
滑な運営・充実・活性化を図る。

消防団運営交付金
団員福祉共済掛金交付金
ポンプ操作・ラッパ吹奏大会出場交付金

上田地域

19台
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

消防費 生活環境 消防施設管理事業 消防総務課 1,201 ○

・
・

○
・

◎ 消防施設整備事業 消防総務課 7,730 ○
消火栓新設事業負担金

・ 材木町
・ 金井
・ 倉升
・ 岩下
・ 東内
・ 長瀬
・ 下本入
・ 沖 6,900千円

○

・ 山田
830千円

☆ 耐震性貯水槽新設事業 消防総務課 27,124 ○

・ 上半過 1基 上田地域 2基
・

・ 中丸子 1基 丸子地域 1基

・ 横尾 1基 真田地域 1基

・ 七ケ 1基 武石地域 1基

材木町 1基

消防施設を公費で整備してきた丸子・真田・武石地域に所
在する施設を自治会に委譲するため、不良施設の整備改
修を行う。

警鐘楼塗装修繕（上武石）
消火栓器具箱処分手数料

丸子中央病院敷地内にある警鐘楼の撤去工事
上丸子沢田区警鐘楼撤去工事

武石地域 2基

消防水利の充実を図るため、消火栓を新設する。
（県水）

上田地域 1基

消防水利の充実を図るため、耐震性貯水槽5基（40ｍ
3
）を

新設する。

消防水利の充実を図るため、消火栓を新設する。
（市水）

上田地域 4基
丸子地域 2基
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 教育総務課 152 ○
・

学校給食運営審議会委員報酬 教育総務課 168 ○
・

教育行政評価懇話会委員報酬 教育総務課 80 ○

・

各種学校通学費補金 教育総務課 216 ○

・

◎ 高校通学費補助金 教育総務課 23,000 ○
・

依田窪南部中学校負担金 教育総務課 52,070 ○

長和町交付税配分金 教育総務課 19,565 ○

庁務員派遣業務委託 教育総務課 26,450 ○
・

小中学校施設整備及び営繕工事 教育総務課 105,983 ○
・

・
小学校 74,913千円
中学校 31,070千円

依田窪南部中学校にかかる長和町への交付税配分金

庁務員業務をシルバー人材センターに委託する。
H21パートから切替：川辺小

新増築や改築以外の施設整備費

2,000円×12月×9人＝216,000円

高校通学者に対する補助金
真田、武石地域で暫定施行中の制度を統合し、全市域に
拡大する。

生徒数割による運営費負担金

3,800円×11人×4回＝167,200円

教育行政に関する自己評価の結果について、学識経験者
の意見を聞く場を設ける。

3,800円×7人×3回＝79,800円

松本市にある長野朝鮮初中級学校へ通学する児童生徒の
通学費を補助し、保護者負担の軽減を図る。

川西地区通学区域検討委員会委員報
酬

川西地区通学区域検討委員会の開催
3,800円×20人×2回＝152,000円

学校給食のあり方の検討のため、4回の審議会を開催
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 ◎ 教員住宅整備、整理統合事業 教育総務課 6,500 ○
・

○

☆ 小中学校校舎・屋体耐震診断 教育総務課 52,800 ○
・

・

☆ 教育総務課 141,661 ○
・

☆ 小学校建設事業 教育総務課 663,665 ○
・ 改築工事 500,966 千円
・ 既存建物解体工事 16,506 千円
・ 建設工事管理業務 4,893 千円

○ 131,300 千円
◎ ○ 10,000 千円

☆ 中学校建設事業 教育総務課 1,198,134 ○
・
・

学校評議員設置事業 学校教育課 1,078 ○

・

H22～23：体育館、プール建設、解体

学校運営について、広く地域住民や有識者から意見を聞
き、開かれた特色ある学校づくりを推進する。

5,500円×196人

本原小プール改築
武石小屋体改築

塩田中学校改築事業
H20～21：校舎解体、建設

小学校施設整備事業 小学校耐震補強工事
小学校3校（西小・神川小・丸子中央小)

神科小屋体改築

解体後、用地測量業務 3,000千円

小中学校校舎・屋体耐震診断（二次診断）
小学校8校15棟（塩尻小・川辺小・東塩田小・丸子中央小・
城下小・東塩田小・中塩田小・浦里小・川西小） 36,000千
円
中学校3校5棟（二中・三中・四中） 16,800千円

老朽化し空家となっている教員住宅の解体工事
7戸（中央西・諏訪形・中央6・古安曽・下室賀・小泉）3,500
千円
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 外国籍児童生徒日本語教育事業 学校教育課 3,740 ○

☆ 学校教育課 3,588 ○

学校教育課 5,771 ○

学校教育課 2,200 ○

◎ 学習指導要領の改訂に伴う教材整備 学校教育課 15,113 ○

・ 小学校 10,387 千円
・ 中学校 4,726 千円

小学校管理運営事業 学校教育課 452,780 ○
丸子学校教育課 ・
真田教育事務所 ・
武石教育事務所 10,056 千円

中学校管理運営事業 学校教育課 251,742 ○
丸子学校教育課 ・
真田教育事務所 ・
武石教育事務所 16,622 千円

スクールバス運行委託料（丸子中）

学校用の消耗品・備品の購入、光熱水費等
スクールバス運行委託料（川西小・丸子中央小）

中学校11校の管理運営費
学校用の消耗品・備品の購入、光熱水費等

不登校児童生徒支援ネットワーク整
備事業

不登校児童生徒への早期対応や支援を行うため、関係機
関が連携しサポートネットワークを整備する。

平成２１年度から新学習指導要領への移行措置が実施さ
れ、指導内容が増加することから理科教材を中心に学習指
導上新たに必要となる教材教具等を整備する。

小学校25校の管理運営費

ジュニア大使国際友好都市親善交流
事業

国際友好都市である中国寧波市へ市内中学生２０人をジュ
ニア大使として派遣し、中学生間の交流を図る。

教育相談所運営事業 教育相談所及びふれあい教室（常磐城、上田原、丸子、真
田、武石）の運営

外国籍児童生徒に対する日本語教育を上田市校長会へ委
託する。
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 学校教育課 139,743 ○
17,839 千円

○ 121,904 千円

学校教育課 14,334 ○ 9,728 千円
○ 654 千円

小中学校標準学力検査 学校教育課 6,519 ○
・ 小学校3年～5年
・ 中学校1年
・ 中学校2年

学校教育課 2,600 ○

小・中学校通学費補助金 学校教育課 18,015 ○

・ 小学校 3,388 千円
・ 中学校 14,627 千円

小・中学校校外交流事業補助金 学校教育課 6,650 ○

・ 小学校 2,050 千円
・ 中学校 4,600 千円

特色ある学校づくり事業 学校教育課 9,105 ○

・ 小学校 5,371 千円
・ 中学校 3,734 千円

遠距離通学者の保護者負担を軽減するため、通学に要す
る経費に対して補助する。

音楽コンクール、中学校総合体育大会出場者に要する経費
に対し補助する。

「総合的な学習の時間」などにおける各学校の特色ある学
校づくりの取り組みを支援するために交付金を支給する。

国・算
国・数
国・数・社・理・英

小学校社会科副読本「わたしたちの上
田市」改訂事業

小学校３・４年生の社会科で身近な地域の学習をする際に
使用する副読本「わたしたちの上田市」を改訂し発行する。

小中学校図書館ネットワーク（エコー
ル）運営事業

システム保守委託料
機器リース

標準学力検査委託料（市単独分）

小中学校教育用コンピュータ整備運
営事業

機器保守、サポート業務等委託料

機器リース
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 特別支援教育就学事業 学校教育課 15,674 ○
・ 小学校 9,696 千円
・ 中学校 5,978 千円

要保護及び準要保護児童生徒援助事 学校教育課 86,106 ○
・ 小学校 43,497 千円
・ 中学校 42,609 千円

☆ 英語指導外国青年招致事業 学校教育課 19,702 ○

・

幼稚園管理運営事業 保育課 22,825 ○
・

63千円
9千円

47千円
・

30千円

☆ 幼稚園就園奨励費補助金 保育課 87,554 ○

☆ 私立幼稚園への運営費補助 保育課 9,995 ○

高等学校定時制教育振興会補助金 生涯学習課 233 ○

・ 1,500円×155人

保護者の経済的負担の軽減のため、国の基準に基づいて
減免を行う私立幼稚園に補助

私立幼稚園への運営費補助

定時制教育を支援する、高等学校定時制教育振興会への
補助金（上田高校・上田千曲高校）

110番通報装置点検
防犯スプレー配備
遊具定期点検
障害児指導事業（上小圏域障害者総合支援センターに各
園の巡回指導を委託）

経済的理由により就学が困難な児童生徒に対する援助費

ＡＥＴ（英語指導助手）３人分の派遣委託料及び嘱託雇用者
７人に係る諸経費

JET 6人、派遣3人、直接雇用1人

ちぐさ、わかくさ幼稚園の管理運営費

小中学校の特別支援学級運営にかかる需要費、扶助費等

安全安心推進事業
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 社会教育施設維持管理事業 生涯学習課 3,327 ○

生涯学習市民大学事業 生涯学習課 274 ○

生涯学習シンポジウム 生涯学習課 153 ○

信州上田夏期大学 生涯学習課 400 ○

国際交流事業 生涯学習課 1,169 ○
294 千円

○

338 千円
○

537 千円

人権教育推進事業 生涯学習課 22,559 ○
3,825 千円

○
900 千円

同和対策集会所管理事業 生涯学習課 3,515 ○ 同和対策集会所10箇所の管理費

世界各国から集まった若者が世界各都市をホームステイす
るワールドキャンパスインターナショナルの受入れ

在住外国人が地域住民と交流する国際交流フェスティバル
の開催

人権同和教育推進員報酬

人権を考える市民の集い（上田・丸子・武石）

生涯学習の機会を充実させるため、市内4大学と連携した
市民向け講座を開催する。

生涯学習基本構想に基づき、その推進のため、シンポジウ
ムを開催し、市全体で学習する場を設定する。

市民主導のまちづくり活動につなげるため、地域づくりを
テーマとした講演会や学習会を実施する。

在住外国人のための日本語教室

旧西塩田小・生涯学習館・本原担い手研修センターを生涯
学習施設として利用するための維持管理費
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 青少年育成事業 30,355 ○
青少年育成団体等助成事業

・
7,737 千円

・

110 千円
・

91 千円
◎ ・

512 千円
・

330 千円
・

165 千円
・

117 千円
・

2,750 千円
・

1,047 千円
・

475 千円
・

1,629 千円
・

3,290 千円
・

4,452 千円

武石地域青少年健全育成事業・花壇整備事業

成人式記念品、謝礼代等

子ども育成会連絡協議会補助金

上田ときめきサミット学生会議（市内の大学・短大・専門学
校の学生が集まり、上田市について意見交換を行う。）

ブルームフィールド市郡との青少年派遣交流（毎年交互
に中学生派遣交流を実施。H21は派遣）

子ども情報誌発行事業（情報誌「YAっHOー!」の発行等）

国内ホームステイ交流事業（小5・6、中学生を対象に福岡
県岡垣町とのホームステイ交流事業。H21は受入れ）

野外活動体験教室（須坂青年の家での1泊2日のキャンプ）

地域青少年育成指導者養成事業（子ども会や体験活動
教室等の指導者となりうる人材養成事業を実施）

子ども外国語教室（子どもの外国語コミュニケーション能
力を培う）

通学合宿（川西公民館での3泊4日の共同生活体験）

家庭・学校・地域の連携と協力を主眼として以下の事業等
を行う。

少年補導委員報酬

自然活動体験教室（森林の中でのネイチャーゲーム等の
実施）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 真田 ◎ 真田図書館整備事業 生涯学習課 40,447 ○
・

【地域予算】

公民館管理事業 中央公民館 55,097 ○
・

・

214 千円

公民館各種講座等事業 中央公民館 19,567 ○

・ ことぶき大学 964 千円
・ ことぶき大学院 688 千円
・ 丸子信州夏期大学 930 千円
・ 市民大学 396 千円
・ 親子ふれあい広場 1,830 千円

分館活動振興事業 中央公民館 40,393 ○
・

19,870 千円
・ 分館交付金 18,296 千円

上田図書館管理運営事業 上田図書館 35,031 ○
・

2,442 千円
・ 市民大学 166 千円

管理運営にかかる経費
ブックスタート事業（親子ともに乳幼児期から本に親しむ
家庭環境をつくる）

高齢者学習活動推進事業（ことぶき大学・大学院の開設）
や親子ひびきあい教室の実施等、生涯学習を推進する。

公民館活動の基本となる分館活動の振興を図る。
分館役員報酬 246分館

公民館運営審議会委員報酬
3,800円×45人×4回＝684,000円
ブックスタート プレゼント用絵本（真田・武石分。上田・丸
子は図書館費で支出）

公共施設整備基金 290,000千円

公民館の管理運営に要する経費

真田図書館建設事業
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 図書館情報ネットワーク運営事業 上田図書館 38,565 ○
☆ ・ 5,447千円
☆ ・ 5,856千円

・ 27,262千円

32,328 ○
・

14,127 千円
・

5,733 千円
・

1,020 千円

丸子金子図書館管理運営事業 20,396 ○

自然・文化 文化自主事業 文化振興課 5,800 ○
・ 上田城跡能 1,500千円
・ うえだ城下町映画祭 2,000千円
・ 500千円
・ 文化少年団事業 600千円

☆ ・ 1,200千円

文化支援事業 文化振興課 3,000 ○
・

◎ 芸術家学校派遣事業 文化振興課 291 ○

上田平和音楽祭 他10事業

質の高い芸術を体験してもらうことを目的に、プロの演奏家
等を学校へ派遣。

市民とともに企画、運営を行い実施する文化公演等の事業

ストリートパフォーマンス

シリーズ文化講演会

市民が自主的に行う全市的文化公演事業を支援する。

情報システム保守・リース・使用料

図書館業務一部委託

丸子金子
図書館

丸子金子図書館の管理運営に要する経費

システム機器リース
広域連合負担金

上田情報ライブラリー管理運営事業 上田情報ライ
ブラリー

上田情報ライブラリーの管理運営に要する経費
上田駅前ビルパレオ管理組合法人負担金

広域ネットワーク（エコール）の運営に係る経費の計上
システム保守等委託
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 自然・文化 上田城跡整備事業 文化振興課 8,318 ○
642 千円

○
400 千円

◎ ○
6,000 千円

☆ 埋蔵文化財発掘調査 文化振興課 24,850 ○
・ 西ノ手遺跡
・
・
・ 市内遺跡

信濃国分寺跡史跡整備事業 文化振興課 7,500 ○

☆ 文化財保護補助金 文化振興課 1,866 ○
898 千円

○
968 千円

☆ 文化財保護・修繕 文化振興課 4,960 ○
2,500 千円

丸子 【地域予算】 ○
2,460 千円

武石 ◎ 武石おねり保存会補助金 文化振興課 3,000 ○
【地域予算】

無形文化財保護・後継者育成補助金 文化振興課 540 ○

国登録文化財・市指定文化財依水館施設修繕

平成22年4月に実施される「おねり」行列の衣装等の補助

市指定無形文化財（常田獅子・岳の幟・保野の祇園祭等）
への補助

史跡信濃国分寺跡の発掘調査・報告書の作成

（重文）長福寺銅造菩薩立像防災設置工事補助金

国宝安楽寺八角三重塔防災施設工事補助金

県指定文化財倉沢家住宅文庫蔵屋根改修

上田城跡石垣危険度調査

開発事業等に伴う、現地調査・報告書の作成

信大構内遺跡
上田高校構内遺跡

史跡上田城跡整備実施計画検討委員会報酬

西櫓木製柵改修工事
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 自然・文化 丸子郷土博物館管理運営事業 文化振興課 6,398 ○
・ 企画展開催事業 259千円

武石ともしび博物館管理運営事業 文化振興課 4,057 ○
・ 230千円

信州国際音楽村管理運営事業 文化振興課 33,229 ○
・ 22,700千円
・ 2,090千円
・ 200千円
・ 3,000千円
・ 2,200千円

市民会館管理事業 市民会館 16,256 ○

博物館管理運営事業 博物館 13,379 ○
・ 3,400千円

信濃国分寺資料館管理運営事業 博物館 10,493 ○
・
・ 市民大学 71千円

☆ 山本鼎記念館管理運営事業 博物館 3,031 ○
・ 115千円

上田文化センター管理運営事業 上田文化会館 23,615 ○
・

5,000 千円
吸収式冷温水発生機改修

特別展「信濃の東山道と万葉歌」 756千円

山本鼎記念館の管理運営に関する経費
農民美術90周年記念事業

文化センターの管理運営にかかる経費

市民会館の管理運営に関する経費

上田市立博物館の管理運営に関する経費
開館80周年記念事業

信濃国分寺資料館の管理運営に関する経費

信州国際音楽村運営費負担金
音楽の里づくり推進協議会補助金
音楽村開村イベント開催補助金
施設改修工事

武石ともしび博物館の管理運営に要する経費
ともしび茶会等運営委託

信州国際音楽村の管理運営に要する経費の計上。
信州国際音楽村管理委託

丸子郷土博物館の管理運営に要する経費
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 自然・文化 丸子文化会館管理運営事業 丸子文化会館 71,030 ○
・

丸子 【地域予算】

教育 日中友好協会負担金 体育課 305 ○ 150千円
○ 155千円

各種大会等事業 体育課 20,186 ○
・ 1,946千円
・ 380千円
・ 4,000千円
・ 474千円
・ 3,000千円
・ 1,014千円
・ 5,697千円
・ 600千円
・ 1,500千円

体育協会補助金 体育課 14,285 ○

・ 上田地域 10,585 千円
・ 丸子地域 2,300 千円
・ 真田地域 1,400 千円

上田市スポーツ少年団活動補助金 体育課 2,050 ○

全国大会出場補助金 体育課 4,120 ○

少年スポーツの振興を図るため、運営費に対し補助

全国大会出場者・団体への補助

各種スポーツ教室
シュナイダースキー大会
ともしびの里駅伝大会

体育の振興を図るため、体協事務局職員人件費、事業費
及び協会加盟団体に対して補助を行う。

古戦場健康・ハーフマラソン大会
丸子駅伝大会
信州爆水RUN in 依田川
少年少女柔剣道教室

日中スキー交流訪中団経費負担金

各種スポーツ教室、大会等
小学生スキー教室
市民総合体育大会

丸子文化会館の管理運営に関する経費
自主文化事業開催委託（米村でんじろうサイエンスショー
外3件） 13,900千円

日中スキー交流委員会負担金
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 総合型地域スポーツクラブ運営事業 体育課 3,900 ○
・
・ 1,500千円
・ 400千円

上田城跡公園体育施設管理事業 体育課 40,547 ○
・ 1,132千円
・ 650千円
・ 12,000千円

社会体育施設管理事業 体育課 9,638 ○
・ 3,150千円

自然運動公園管理運営事業 体育課 42,944 ○
・ 1,306千円
・ 10,000千円

☆ 市民の森管理事業 体育課 35,863 ○
・ 15,548千円

☆ アクアプラザ上田管理運営事業 体育課 144,588 ○
・ 144,567千円

上田古戦場公園管理運営事業 体育課 26,056 ○
・ 1,507千円
・ 4,144千円

テニスコート夜間管理委託
芝管理委託

スケート場管理運営委託

アクアプラザ上田の管理運営に要する経費
施設管理委託

上田古戦場公園全体の管理運営に要する経費

自然運動公園施設の管理運営に要する経費
体育施設夜間管理業務委託
公園内手摺設置工事ほか

市民の森施設の管理運営に要する経費

材木町・城下ちびっこプール管理業務委託

西テニスコートフェンス修繕工事ほか

社会体育施設等の管理運営に要する経費
千曲川市民緑地芝グラウンド管理委託

さなだスポーツクラブ
たけしスポーツクラブ

上田城跡公園内の体育施設などの管理運営に要する経費
体育施設夜間管理業務委託

総合型地域スポーツクラブ運営に対し、一定の助成を行う。
上田総合型地域スポーツクラブUSC 2,000千円
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 丸子体育施設管理事業 体育課 33,057 ○
・ 3,931千円
・ 5,400千円

依田窪プール管理運営事業 体育課 17,109 ○
・ 7,000千円
・ 7,500千円

真田体育館管理運営事業 体育課 4,463 ○
・ 1,791千円

真田 ☆ 真田体育館屋根改修工事 体育課 34,325 ○
【地域予算】

真田運動公園管理運営事業 体育課 14,892 ○
・ 芝管理委託 1,106千円
・ 7,500千円

☆ 体育課 63,500 ○
・ 63,500千円

体育課 6,594 ○
・ 5,600千円

武石総合グラウンド管理運営事業 体育課 4,164 ○
・ 90千円武石総合グラウンド管理委託

武石森林公園マレットゴルフ場管理運
営事業

武石マレットゴルフ場の管理運営に要する経費
管理運営委託（武石開発公社）

武石総合グラウンドの管理運営に要する経費

ふれあいさなだ館管理運営事業 ふれあいさなだ館の管理運営に要する経費
管理運営委託（真田の郷振興公社）

真田体育館の管理運営に要する経費
真田体育館管理委託

真田体育館屋根改修

真田運動公園の管理運営に要する経費

テニスコート改修工事

依田窪プール管理委託
プールろ過タンク入替工事

丸子体育施設の管理運営に要する経費
総合体育館窓口業務委託
天下山マレットゴルフ場管理委託

依田窪プールの管理運営に要する経費
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

（一 般 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策

教育費 教育 武石体育館管理事業 体育課 2,353 ○

第一学校給食センター管理運営事業 43,879 ○

・
・

第二学校給食センター管理運営事業 44,592 ○

・ 1日 約6,500食
・

丸子学校給食センター管理運営事業 18,673 ○

・
・

☆ 丸子学校給食センター移転改築事業 48,600 ○

・ 外構工事 29,000 千円
・ 解体工事 12,000 千円
・ 光熱水費 7,600 千円

公債費 共通 市債の元利償還金 財政課 7,474,186 ○

1,251,242 ○

12,500 ○

利子償還金

一時借入金利子

年間給食日数 約200日

1日 約3,800食
年間給食日数 約200日

丸子学校給食
センター

老朽化した丸子学校給食センターの移転改築費用及び移
転後に必要となる光熱水費の計上

元金償還金

年間給食日数 約200日

丸子地域の小中学校6校の給食の調理及び配送を行うた
めの運営経費

1日 約2,300食

丸子学校給食
センター

第二学校給食
センター

上田地域小学校13校の給食の調理及び配送を行うための
運営経費

武石体育館の管理運営に要する経費

第一学校給食
センター

上田地域の全中学校7校の給食の調理及び配送を行うた
めの運営経費
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◎は新規事業、☆は充実した事業

款
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

共通 共通 上田地域広域連合負担金 3,056,009 ○

政策企画課 (106,577) ・
政策企画課 (94,665) ・

福祉課 (14,999) ・
高齢者介護課 (146,599) ・
生活環境課 (443,458) ・
生活環境課 (285,665) ・
生活環境課 (64,646) ・
健康推進課 (39,223) ・
廃棄物対策課 (31,422) ・
廃棄物対策課 (443,374) ・
廃棄物対策課 (139,592) ・
消防総務課 (1,218,527) ・

図書館 (27,262) ・

一部事務組合負担金 1,568,897 ○

観光課 (1,092) ・
国保年金課 (1,331,636) ・
国保年金課 (51,420) ・
健康推進課 (113,443) ・
健康推進課 (44) ・
高齢者介護課 (19,192) ・
教育総務課 (52,070) ・

規約等に基づく広域連合への負担金及び上田市に一括算
入される普通交付税（連合事業分）の配分

一般管理運営費負担金（運営経費、企画費、広報・公聴等経費）

創造館費負担金

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （再 掲 ）

事 業 名 事 業 内 容

障害者介護給付費等審査会費負担金
介護保険特別会計
清浄園費負担金（し尿処理）
清浄園費交付税配分金（し尿処理）
斎場費負担金
病院群輪番制負担金
ごみ処理広域化推進事業費負担金
クリーンセンター費負担金
クリーンセンター費交付税配分金
消防特別会計負担金、交付税配分金
一般会計負担金（図書館情報ネットワーク分）

規約等に基づく一部事務組合への負担金

依田窪医療福祉事務組合負担金
依田窪老人保健施設負担金
中学校組合負担金

美ヶ原地域行政事務組合負担金
長野県後期高齢者医療広域連合医療費負担金
長野県後期高齢者医療広域連合事務費負担金
依田窪病院会計負担金
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

土 地 取 得 共通 土地取得事業 公 有 財 産 400,000 ○
事 業 管 理 課
特 別 会 計

400,000

塩 田 有 線 コミュニティ・自治 塩 田 37,038
放 送 電 話 地 域 自 治
事 業 一般管理費 セ ン タ ー (25,861) ○
特 別 会 計

事業費 (8,947) ○

積立金 (1,230) ○

予備費 (1,000) ○

37,038

交 通 災 害 生活環境 生活環境課 66,331
共 済 事 業
特 別 会 計 交通災害共済事務費 (15,374) ○

・ 2,910千円

・ 2,999千円

◎ ・ 3,990千円

交通災害共済事業費 (50,783) ○
・

基金積立金 (174) ○

66,331

3年児童用白色自転車用
ヘルメット購入

交通災害共済基金積立金

H22年度から長野県民共済へ
加入するためのシステム開発費

交通災害共済見舞金
共済見舞金、身体障害者見舞金

合計

交通安全対策事業
新入学児童用黄色ヘルメット
購入

職員人件費、一般管理運営費

有線放送事業費

基金積立金

土地購入費、補償費の計上

合計

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （特 別 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

予備費

交通災害共済事業特別会計当初予算額

塩田有線放送電話事業特別会計当初予算額

土地取得事業特別会計当初予算額
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （特 別 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

同 和 地 区 生活環境 人 権 男 女 61,901
住 宅 新 築 共同参画課
資 金 等 住宅新築助成事業費 (112) ○
貸 付 事 業
特 別 会 計 一般管理費 (3,899) ○

公債費 (57,873) ○

積立金 (17) ○

61,901

国 民 健 康 健康・福祉 国 保 14,722,372
保 険 事 業 年 金 課
特 別 会 計 保険給付費 10,067,112 ○

8,293,049千円
607,843千円
84,327千円
4,609千円

846,627千円
58,398千円

72千円
34,006千円
96,520千円
16,100千円
25,561千円

後期高齢者支援金 1,694,352 ○
1,693,014千円

1,072千円
266千円

同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計当初予算額

・出産育児一時金（△4.2%）

・後期高齢者支援金

・一般療養費（△14.6%）
・退職療養費（△69.8%）
・一般高額療養費（21.6%）

・審査支払手数料（△9.5%）

・退職高額療養費（△41.6%）
・移送費（0.0%）

・結核精神給付金（8.1%）
・葬祭費（12.1%）

合計

市債の元利償還金

合計

・退職療養給付費（△31.1%）

基金積立金

・病床転換支援金
・事務費拠出金

新築住宅火災共済掛金補助金

保険給付費 （対前年当初比）

・一般療養給付費（3.6%）

職員人件費、住宅新築資金等貸付金の償還に係る事務費

後期高齢者支援金
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （特 別 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

国 民 健 康 健康・福祉 前期高齢者納付金 国 保 2,340 ○
保 険 事 業 年 金 課 2,090千円
特 別 会 計 250千円

老人保健拠出金 126,548 ○
169,336千円

212千円

介護納付金 661,490 ○

共同事業拠出金 1,676,152 ○

242,412千円

1,433,729千円
11千円

保健事業 144,471 ○

14,722,372国民健康保険事業特別会計当初予算額

・医療費通知 5,639千円

前期高齢者納付金
・前期高齢者納付金
・事務費拠出金

・退職者医療共同事業拠出金

医療費抑制のための各種事業

老人保健拠出金
・医療費拠出金
・事務費拠出金

介護保険給付費への拠出金（2号被保険者分）

・人間ドック等受診補助金 40,088千円

・保険財政共同安定化事業拠出金

市町村国保間の保険料の平準化、財政の安定化を図るた
め、国保連合会へ基準額を拠出
・高額医療費共同事業医療費拠出金

・水中運動講座事業委託 400千円
・高齢者健康推進事業委託 1,039千円
・特定健康診査・特定健康保健指導

40～74歳の国保加入者に対して実施する生活習慣病予防
のための健康診査と保健指導（平成20年4月から国が医療
保険者に義務付ける）健診の受診率等が基準値に達しない
とペナルティが科せられる。

95,646千円
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （特 別 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

老 人 保 健 健康・福祉 国 保 38,456
事 業 一般管理費
特 別 会 計 262 ○

・

医療諸費 38,193 ○
・

38,456

後 期 健康・福祉 国 保 1,451,367
高 齢 者
医 療 事 業 一般管理費 39,883 ○ 39,883 千円
特 別 会 計

9,850 ○

7,663 ○
郵送代・印刷代等

1,391,121 ○
・

対象者見込 特別徴収 13,486人
普通徴収 8,907人

特別徴収分
普通徴収分
滞納分普通徴収

・

基盤安定分 269,584 千円
・

事務費負担金 51,420 千円

1,451,367

年 金 課

老人保険事業特別会計当初予算額

後期高齢者医療事業特別会計当初予算額

後期高齢者医療広域連合納付金

年 金 課

老人保健法による平成２０年３月までの医療給付費等

合計

診療報酬審査手数料、医療給付費

職員人件費

合計

一般管理事務費
求償事務共同事業委託料、郵送料等

585,948千円×100%

一般管理事務費
制度周知パンフレット印刷、保険証の送付等

保険料徴収事務費

保険料等負担金

491,803千円×97.8%
467600千円×2.2％×30.0%

低所得者に対する保険料減額賦課分負担金
（3/4 県補助分を含む）

長野県後期高齢者医療広域連合の事務費負担金（均等
割10％、人口割45％、高齢者人口割45％で積算）

後期高齢者から市が徴収した保険料を、広域連合へ納め
る。（特徴：年6回、普徴：年9回）
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （特 別 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

介 護 保 険 健康・福祉 高 齢 者 11,263,085
事 業 介 護 課
特 別 会 計 保険給付費 10,604,141 ○

・ 9,739,113千円
・ 381,836千円
・ 168,831千円

◎ ・ 1,000千円
・ 294,509千円
・ 18,852千円

地域支援事業 348,591 ○

(107,086)
・ 特定高齢者施策事 87,826 千円
・ 一般高齢者施策事 19,260 千円

(241,505)
・ 包括的支援事業 150,264 千円
・ 任意事業 91,241 千円

給付見込額
介護サービス等諸費
介護予防サービス等諸費
高額介護サービス等費

◇介護予防事業

※生活機能評価事業

その他諸費

要支援・要介護となる恐れのある方、自立した生活を送っている
方を対象とした予防・機能向上事業

平成20年度から特定健診事業がスタートしたため、特定高齢者候
補者に選定された高齢者は、重複検査項目について生活機能評
価事業で負担する。
なお、平成21年度から下記2点について、変更・追加する。
①65歳以上75歳未満の特定健診対象者及び75歳以上の後期高
齢者健診は20年同様に同時実施（特定健診結果をデータ化する
ことにより、医療機関へ国保連から支払いが可能になり、煩雑な
請求事務がなくなる。)
②65歳以上75歳未満の被用者保険対象者は21年度より単独実
施（20年度生活機能評価が行われてこなかったため、医師会との
単独実施を行う。）

◇包括的支援事業・任意事業

高額医療合算介護サービス等費
特定入所者介護サービス等費

合計
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （特 別 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

介 護 保 険 健康・福祉 地域支援事業（つづき） 高 齢 者
事 業 介 護 課
特 別 会 計

☆

11,263,085介護保険事業特別会計当初予算額

※地域包括支援センター事業

一般会計で計上していた真田地域の配食サービス分を特
別会計に移行し、国庫補助対象とした。
【上田地域】
＠380円×50,000食+事業費7,828千円
【丸子地域】
＠490円×11,520食+＠540円×2,400食+事業費2,810千
円
【真田地域】
＠650円×41,000食
【武石地域】
＠735円×9,720食+＠835円×780食

H21年度より上田地域（７センター）同様、丸子・真田・武
石地域すべて委託とする。
＠15,000千円×10箇所

※介護給付適正化事業
介護給付の適正化を維持するため、平成20～22年度を強化期
間とし、事業者の法令遵守の徹底、不適切給付の抑制等を図
る。
研修会の実施、住宅改修の点検、介護給付費の通知の３項目
を実施する。

・講師謝礼・・・100千円
・理学療法士・・・800千円

（住宅改修の検査）
・介護給付費通知郵送・・・1,195千円

※配食サービス事業
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （特 別 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

社 会 福 祉 生活環境 福 祉 課 74,236
授 産 事 業
特 別 会 計 職員人件費 (21,344) ○

管理運営事業費 (22,251) ○
◎ ・

保健厚生事業費 (344) ○

授産事業費 (30,297) ○

74,236

駐 車 場 生活環境 管 理 課 190,075
事 業
特 別 会 計 駐車場管理運営事業費 (43,156) ○

(5,723) ○

公債費 (140,196) ○

予備費 (1,000) ○

190,075

市 街 地 生活環境 管 理 課 172,630
再 開 発
事 業 施設建築物等管理運営事業費 (29,961) ○
特 別 会 計 ・

(3,795) ○

公債費 (138,874) ○

172,630

駐車場事業特別会計当初予算額

市街地再開発事業特別会計当初予算額

社会福祉授産事業特別会計当初予算額

利用者作業工賃ほか

合計

利用者健康診断医師報酬、利用者研修旅行職員随行ほか

送迎車リース料 528千円

合計

上田駅前ビル「パレオ」の管理運営経費の計上
管理組合法人負担金、事務費など

指定管理委託料、修繕料など

合計（社会就労センター上田・武石事業所）

職員人件費 2名

維持管理費等

駐車場事業消費税

市債の元利償還金

予備費

市街地再開発事業消費税

市債の元利償還金
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （特 別 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

武 石 健康・福祉 武 石 151,481
診 療 所 診 療 所
事 業 職員人件費 (65,080) ○
特 別 会 計 ・

一般管理事業費 (21,711) ○
・
・ 各種施設修繕
・ 保守点検委託
・ 清掃委託
・
・ 医療事務委託
・ 電算機器賃借料

◎ ・
◎ ・
◎ ・ 2,500千円
◎ ・

・

基金積立金 (385) ○

医業診療事業費 (59,524) ○
・ 医薬材料費
・
・ 血液検査等委託
・ 医療機器賃借料

予備費 (3,000) ○

公債費 (1,781) ○

151,481

油量計取付工事

医療廃棄物処理委託

医薬材料費等

武石診療所事業基金積立金

予備費

医師1人、事務2人、看護師3人

合計

職員人件費 6人

施設維持管理費等

武石診療所事業特別会計当初予算額

市債の元利償還金

臨時職員賃金等

システム保守点検委託

庁用車リース料（1台）
点滴室エアコン取付工事

トイレ改修・天井工事
医師会負担金など
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

真 田 有 線 コミュニティ・自治 【収益的支出】 58,415 ○
放 送 電 話 営業費用 真 田 (12,331)
事 業 会 計 地域振興課 (20,449)

(11,282)
(7,426)
(3,433)

(20)
営業外費用 (400) ・ 雑支出

(2,074) ・
予備費 (1,000) ・

【資本的支出】 9,150 ○
建設改良費 (3,150) ・

(6,000) ・

67,565

産 院 健康・福祉 【収益的支出】 産 院 391,160 ○
事 業 会 計 給与費 (270,153) ・

・ 2,400千円
・ 3,600千円

材料費 (28,977) ・

経費 (74,973) ・
・ 産科医療補償制度掛金 17,640千円
・ 3,000千円

・ 2,400千円
・ 5,040千円

非常勤医師の加算分報酬

薬品費、診療材料費、給食材料費、医療用消耗備品費

病院窓口業務委託、臨床検査委託ほか

合計

休暇代替非常勤医師報酬

職員人件費
常勤職員25人分の給料等及び非常勤職員（医師、看護
職、その他）の報酬、賃金

【周産期医療緊急対策】

予備費

合計
工事請負費
固定資産購入費

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （事 業 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

合計
・放送電話費
・施設保守費
・総係費
・減価償却費
・資産減耗費
・その他営業費用

消費税

真田有線放送電話事業会計 当初予算額

医療従事者確保に係る紹介手数料

【周産期医療緊急対策】

子育て支援に係るベビーシッター委託料
非常勤医師用住宅賃貸料
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （事 業 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

産 院 健康・福祉 産 院 (7,022) ・
事 業 会 計 (10) ・ 資産減耗費

(10,025) ・ 雑支出

【資本的支出】 3,066 ○
建設改良費 (3,066) ・

394,226

水 道 生活環境 【収益的支出】
事 業 会 計 原水及び浄水費 浄水管理ｾﾝﾀｰ外 359,264

☆ ・ 水質検査体制充実
☆ ・ 水道資料館整備

・ 浄水場発生泥土の再利用化 （800㎥）

配水及び給水費 上水道課外 134,565
☆ ・ 鉛管布設替工事 （概ね500箇所）
☆ ・ 漏水調査 （約300㎞）

量水器費 上水道課外 45,684

受託工事費 上水道課外 48,829
・ 下水道関連等給水管工事

営業費 サービス課外 64,024
・ 検針委託
・ コンビニエンスストア収納委託

【資本的支出】
事務費 上水道課外 92,664

◎ ・ 簡易水道統合計画業務委託
・ 管路設計業務委託

器械及び備品費
保育器ほか

産院事業会計 当初予算額

減価償却費・資産減耗費・医療外費用 減価償却費

合計
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （事 業 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

水 道 生活環境 建設費 上水道課外 141,617
事 業 会 計 ◎ ・ 水源地整備 （菅平）

・ 浄水場施設等整備

改良費 上水道課外 610,970
◎ ・ 老朽管更新事業 (国庫補助対象事業費186,825千円)
◎ ・ 水源地改修 (武石地域 唐沢・権現)

・ 浄水場施設等更新

企業債償還金 経営管理課 1,162,031
☆ ・ 補償金免除繰上償還 580,599千円

4,762,279

公共下水道 生活環境 【収益的支出】
事 業 会 計 管渠費 下水道課外 190,538 ○ 管渠、マンホールポンプ修繕

○ マンホールポンプ運転維持管理委託

処理場費 下水道課外 853,689 ○ 処理場運転維持管理委託
○ 処理場施設修繕
○ 処理場動力費

◎ 普及促進費 ｻｰﾋﾞｽ課外 15,732 ○ 下水道未接続世帯等への接続催告の推進

【資本的支出】
公共下水道建設改良費 下水道課外 2,815,496 ○ 管渠工事 L = 8,078m

○ 上田終末処理場（1系水処理施設及び汚泥処理施設更新、
2系汚泥処理施設新設）

○ 南部終末処理場（水処理施設増設）

特定環境保全公共下水道建設改良費 下水道課外 557,729 ○ 管渠工事 L = 2,355m
○ 菅平終末処理場（汚泥処理施設増設、管理棟更新）

☆ 企業債償還金 経営管理課 3,167,593 ○ 補償金免除繰上償還 （537,756千円）

11,889,937

水道事業会計 当初予算額

公共下水道事業会計 当初予算額
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （事 業 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

【収益的支出】
農 業 生活環境 管渠費 下水道課外 63,418 ○ 管渠、マンホールポンプ修繕
集 落 排 水 ○ マンホールポンプ運転維持管理委託
事 業 会 計 ○ マンホールポンプ動力費

処理場費 下水道課外 305,849 ○ 汚泥引抜処分手数料
○ 処理場動力費
○ 処理場運転維持管理委託
○ 処理場施設修繕
○ 汚泥減量化事業委託

【資本的支出】
☆ 農業集落排水建設改良費 下水道課外 89,720 ○ 資源循環統合補助事業（下組・下之郷地区）

管渠工事 L=318m 等
○ 管渠工事 L=70ｍ
○ 取付管新設工事

☆ 企業債償還金 経営管理課 812,365 ○ 補償金免除繰上償還 （86,370千円）

2,349,690農業集落排水事業会計 当初予算額
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

真 田 有 線 コミュニティ・自治 【収益的支出】 58,415 ○
放 送 電 話 営業費用 真 田 (12,331)
事 業 会 計 地域振興課 (20,449)

(11,282)
(7,426)
(3,433)

(20)
営業外費用 (400) ・ 雑支出

(2,074) ・
予備費 (1,000) ・

【資本的支出】 9,150 ○
建設改良費 (3,150) ・

(6,000) ・

67,565

産 院 健康・福祉 【収益的支出】 産 院 391,160 ○
事 業 会 計 給与費 (270,153) ・

・ 2,400千円
・ 3,600千円

材料費 (28,977) ・

経費 (74,973) ・
・ 産科医療補償制度掛金 17,640千円
・ 3,000千円

・ 2,400千円
・ 5,040千円

非常勤医師の加算分報酬

薬品費、診療材料費、給食材料費、医療用消耗備品費

病院窓口業務委託、臨床検査委託ほか

合計

休暇代替非常勤医師報酬

職員人件費
常勤職員25人分の給料等及び非常勤職員（医師、看護
職、その他）の報酬、賃金

【周産期医療緊急対策】

予備費

合計
工事請負費
固定資産購入費

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （事 業 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

合計
・放送電話費
・施設保守費
・総係費
・減価償却費
・資産減耗費
・その他営業費用

消費税

真田有線放送電話事業会計 当初予算額

医療従事者確保に係る紹介手数料

【周産期医療緊急対策】

子育て支援に係るベビーシッター委託料
非常勤医師用住宅賃貸料
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （事 業 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

産 院 健康・福祉 産 院 (7,022) ・
事 業 会 計 (10) ・ 資産減耗費

(10,025) ・ 雑支出

【資本的支出】 3,066 ○
建設改良費 (3,066) ・

394,226

水 道 生活環境 【収益的支出】
事 業 会 計 原水及び浄水費 浄水管理ｾﾝﾀｰ外 359,264

☆ ・ 水質検査体制充実
☆ ・ 水道資料館整備

・ 浄水場発生泥土の再利用化 （800㎥）

配水及び給水費 上水道課外 134,565
☆ ・ 鉛管布設替工事 （概ね500箇所）
☆ ・ 漏水調査 （約300㎞）

量水器費 上水道課外 45,684

受託工事費 上水道課外 48,829
・ 下水道関連等給水管工事

営業費 サービス課外 64,024
・ 検針委託
・ コンビニエンスストア収納委託

【資本的支出】
事務費 上水道課外 92,664

◎ ・ 簡易水道統合計画業務委託
・ 管路設計業務委託

器械及び備品費
保育器ほか

産院事業会計 当初予算額

減価償却費・資産減耗費・医療外費用 減価償却費

合計
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （事 業 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

水 道 生活環境 建設費 上水道課外 141,617
事 業 会 計 ◎ ・ 水源地整備 （菅平）

・ 浄水場施設等整備

改良費 上水道課外 610,970
◎ ・ 老朽管更新事業 (国庫補助対象事業費186,825千円)
◎ ・ 水源地改修 (武石地域 唐沢・権現)

・ 浄水場施設等更新

企業債償還金 経営管理課 1,162,031
☆ ・ 補償金免除繰上償還 580,599千円

4,762,279

公共下水道 生活環境 【収益的支出】
事 業 会 計 管渠費 下水道課外 190,538 ○ 管渠、マンホールポンプ修繕

○ マンホールポンプ運転維持管理委託

処理場費 下水道課外 853,689 ○ 処理場運転維持管理委託
○ 処理場施設修繕
○ 処理場動力費

◎ 普及促進費 ｻｰﾋﾞｽ課外 15,732 ○ 下水道未接続世帯等への接続催告の推進

【資本的支出】
公共下水道建設改良費 下水道課外 2,815,496 ○ 管渠工事 L = 8,078m

○ 上田終末処理場（1系水処理施設及び汚泥処理施設更新、
2系汚泥処理施設新設）

○ 南部終末処理場（水処理施設増設）

特定環境保全公共下水道建設改良費 下水道課外 557,729 ○ 管渠工事 L = 2,355m
○ 菅平終末処理場（汚泥処理施設増設、管理棟更新）

☆ 企業債償還金 経営管理課 3,167,593 ○ 補償金免除繰上償還 （537,756千円）

11,889,937

水道事業会計 当初予算額

公共下水道事業会計 当初予算額
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◎は新規事業、☆は充実した事業

会計
総合計画
施策体系

地域予算 主務課
計上額
(千円）

平 成 ２ １ 年 度 当 初 予 算 に お け る 主 な 施 策 （事 業 会 計 ）

事 業 名 事 業 内 容

【収益的支出】
農 業 生活環境 管渠費 下水道課外 63,418 ○ 管渠、マンホールポンプ修繕
集 落 排 水 ○ マンホールポンプ運転維持管理委託
事 業 会 計 ○ マンホールポンプ動力費

処理場費 下水道課外 305,849 ○ 汚泥引抜処分手数料
○ 処理場動力費
○ 処理場運転維持管理委託
○ 処理場施設修繕
○ 汚泥減量化事業委託

【資本的支出】
☆ 農業集落排水建設改良費 下水道課外 89,720 ○ 資源循環統合補助事業（下組・下之郷地区）

管渠工事 L=318m 等
○ 管渠工事 L=70ｍ
○ 取付管新設工事

☆ 企業債償還金 経営管理課 812,365 ○ 補償金免除繰上償還 （86,370千円）

2,349,690農業集落排水事業会計 当初予算額
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